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2第 1 章 序論
第 1 節 問題意識
経済のグローバル化の進展に伴って、各国・各民族の文化的差異が減少しているだけで
はなく、我々の普通の生活において、食品、服装、生活環境などの差異も段々少なくなっ
てきた。さらに、グローバル時代に入ると、文化の多様性が様々の要因（人的な開発、過
疎地域など）によって失われつつある。発展途上国のみならず、先進国においても、文化
財を保護する意識・行動は曖昧で、有形文化財、無形文化財が消失・消滅しつつある。
しかし、文化は一言でいっても、実際には多様な内容が含まれている。例えば、民俗文
化及び伝統的な民間文化は衣食住、生業、信仰、年中行事などに関する民俗風習、芸能な
どに用いられる衣服、器具、家屋など幅広い分野と関わるだけではなく、場合によっては、
民俗文化は他国文化と区別する象徴ともなる。そのため、各国の人々には多種多様な文化
財を維持しようとする意識が高まっており、文化財に対する保護意識は世界レベルにおい
ても広がっている。このような動きは発展途上国の中国でも見られる。
2001 年、中国の戯曲芸術の代表の一つである「昆曲」（昆劇）はユネスコによって「人
類の口承及び無形遺産の傑作」の一つとして、無形文化遺産に登録されることが確定して、
2009 年 9 月正式に登録された。その後、中華人民共和国文化部、財政部、国家民委、中
国文聯は連合して、2003 年から 2020 年まで「中国民族民間文化保護工程」を実施した。
これは中国が「非物質文化遺産」保護の事業を全麺的且つ整体性を持つように整備し、無
形文化財に対する保護が始まったシンボルとみなされている。
それ以降、中国は国民に「非物質文化遺産」を保護する意義、必要性についての理解を
広めるため、非物質文化遺産の保護をめぐる基本的な理論、保護事業の実践、またそれが
齎した問題の解決方法に基づき、「非物質文化遺産」という新たな概念の普及を推進して
いる。その目的の一つは、国民全員が非物質文化遺産を保護しようとする自覚を高めてい
くことである。
この背景のもとで、2011 年 2 月 25 日、中国の立法機関である全国人民代表大会常務委
員会は「非物質文化遺産法（無形文化財法）」を可決し、同年 6月 1日から施行した。
3一方、長い歴史、文化を有する陝西省は古代の長安一帯を含む地域であり、独特な彫刻
芸術、刺繍文化、歌舞音曲など数多い文化財をもっており、中国においても「国家歴史文
化名城」に定められている。このなかで、黄陵麺花（新粉細工）という民間文化も注目さ
れている。例えば、2007 年、黄陵麺花（新粉細工）は「民間美術」として、渭北麺花製
作技芸（技術）は「伝統手工技芸」として、「陝西省第一批非物質文化遺産名録」に登録
された。2009 年には華州麺花、澄城麺花、神木麺花、2011 年には、合陽麺花、洛川麺花
が「民間美術」として、「陝西省第二批非物質文化遺産名録」「陝西省第三批非物質文化
遺産名録」にそれぞれ登録された。さらに、2008 年 6 月 7 日、「第二批国家級非物質文
化遺産名録和第一批国家級非物質文化遺産拡展項目名録」のうち、陝西省黄陵県の新粉細
工が「伝統美術」として登録された。
陝西省の伝統的な食文化のうち「新粉細工」が代表的なものとされている理由は、「新
粉細工」は都市部だけではなく、農村部において、農耕生活から通過儀礼まで、一般の民
衆の生活と最も関連しているからである。
しかし、陝西省では中国の都市化政策の進展に伴い、伝統的な文化が失われている側麺
がある。さらに、観光資源等の人的な開発による非物質文化遺産の破壊、農村部から都市
部への人口の移動、過疎地域、食文化の変容など課題を抱えており、都市部の人々、特に
若者の間では地域固有の伝統文化に対する関心が年々薄くなってきている。
本論文は、陝西省における伝統文化の実態を整理しながら、伝統的な食文化であり工芸
品の代表とされている新粉細工を取り上げ、新粉細工の歴史、製作、製作者の生活実態及
び生活中の応用などを文化人類学の視点で分析していきたい。そして、新粉細工を切り口
として、経済発展によって引き起された現代文明と伝統的文化との衝突や、農村部からの
若者の流出に伴い、伝承者の減少が齎されるなど、非物質文化遺産の伝承に与えた影響を
明らかにする。最後は文化財を保護する視点から政策的な提言をしたい。
第 2 節 先行研究
中国、特に陝西省の民間芸術の先行研究として、２つの傾向がある。一つは、民間芸術、
民俗芸術、民間美術、民間工芸、民間手工芸や非物質文化遺産における歴史や現状の説明
である。もう一つは、民俗芸術、民間芸術における分類や地域ごとによる民俗習慣の具体
的な解釈についての研究である。
それらの先行研究に依拠して、中国における民芸という言葉の定義の違いが指摘できる。
4例えば、潘鲁生の著書『設計大講堂 匠心独運』（2009）は、「民」を民間、民衆、平
民、人民等と解釈し、「芸」を芸術、技術、手芸、工芸等と解釈している。それぞれの解
釈は「民芸」という言葉の意味と近いが、全く同一視することはできない。更に、「民芸」
は民間芸術、民俗芸術、民間美術、民間工芸、民間文芸、民間技術、民間手芸、民衆芸術
など広い範囲で受け取られている。
惠焕章、楊婧、崔彦の著書『陝西民間芸術大全』（2006）、丘桓興の『中国民俗采英录
陝西篇』（1987）、鄭傅寅、張健の『中国民俗辞典』（1987）、及び楊景震の『「陝西民
俗」中国民俗大系』（2003）、『中国伝統歳時節日風俗』（2006）等の先行研究は、陝西
省各地の年中行事、通過儀礼、及び少数民族の年中行事に関する民俗事項等を系統的に整
理した。
日本語文献の先行研究は主に、工芸、民芸に関する歴史的変遷及び、黄土高原における
村人の民俗習慣、生活形態等の具体的な調査実例である。
熊倉功夫の『民芸の発見』（1978）は、日本の民芸及び民芸運動を整理した。著者は柳
宗悦（1889－1961）という人物の生涯の略歴を紹介し、柳が民芸は「自然であり無心であ
り、健康であり自由である上手物に対する下手物である」と指摘した。さらに、柳は「美
に即した新しい器物を生産する」という「民芸運動」を展開した。しかし、柳による民芸
理解は中国における民芸への理解と異なって、実は民芸全体の中の一部の内容であり、民
間工芸、民間手工芸のことである。
阿部治平の『黄色い大地 悠久の村――黄土高原生活誌』（1993）、丘桓興の『中国の
民俗をたずねて（陝北篇）』（1989）、深尾、井口、栗原の『黄土高原の村――音・空間・
社会――』（2000）等は主に黄土高原を舞台とし、調査地（村、集落）の地理的情況、自
然環境及び村人の暮らしの輪廻による内容を具体的な例に挙げ、黄土高原における村人の
民俗習慣や生活形態等を整理した。これらの研究はいずれも、陝西省の陝北地方における
日常的な麺類食品「餅」や春節の間に用いられる新粉細工・「年饃」、及び他の行事に用
いられる新粉細工・「餛飩餃子」、「糕」と「坨坨・ TUOTUO」等に関する民俗習慣を紹
介している。
その中で、阿部の『黄色い大地 悠久の村――黄土高原生活誌』（1993）は「陝北」と
いう陝西省の北部地方における農民たちの民俗風習、食生活、さらに代表的な主食である
新粉細工にめぐる様々な製作道具、生活習慣を詳細に記述してあり、重要な参考となる。
しかし、筆者が現地調査を行っていくうち、「関中地方」と「陝北地方」における新粉細
5工の相異がはっきり分かるようになり、「関中地方」の新粉細工を研究する必要があると
考えるようになった。
関中地方の新粉細工を中心とした中国語の文献は説明が少なく、写真を中心にしたもの
が多い。合陽県地方誌編集委員会が編集した『合陽県誌 1991－2005』（2014．8）の中
に、新粉細工に関する説明も詳しくない1。
以上、先行研究を概観した。不足な点として、それらの研究が地方劇、切り紙細工、新
粉細工等を民芸の概念をもって分類、分析することはあまりなかったことが挙げられる。
本論文は基本的に文化人類学の視点にそって新粉細工を分析する。
第 3 節 調査手法とその実施状況
本論文の研究対象は、陝西省、特に関中地方の「新粉細工」である。その理由は、新粉
細工が中国の農村部において、農耕生活から通過儀礼まで、人々の生活と最も関連してい
ること、そして中国でも日本でも「新粉細工」に関する研究・資料が殆どないことである。
研究方法は、現地調査を中心にしている。以下で提示する資料の多くは、筆者自身によ
る現地調査で入手したものである。
第 1章では、本論文の問題意識、問題設定、論文の構成と先行研究の概要をまとめる。
第 2章では、陝西省の概況、調査地概要及び調査地における伝統的な民間芸術を整理す
る。まず、本論の調査地を陝西省の渭南地区にした理由は、渭南地区が「東府」と呼ばれ、
「東府文化」（各時代から残された文化体系）、「地方劇」、「民芸品」が注目されてい
るからである。それで、渭南地区は民間芸術を生む源と言われ、例えば「皮影戯」「線偶
戯」、「剪紙」（切り紙細工）などがあげられる。とくに、この地域の新粉細工は古くか
ら旧暦節句、結婚、出産、祭祀の際に使われている伝統があるため、本論文の調査地を渭
南地区にした。
さらに、農耕社会の中では、新粉細工は人間の農耕生産、民俗信仰、年中行事と関わり、
人が幸せで、生活が円満であることに対する要望が含まれている。この部分の内容は主に
資料を参考にして、まとめたものである。本章では、2009 年から 2010 年の間に実施した
予備調査以外に、2011 年春から、2012 年春、2013 年春、2014 年夏、2015 年春まで、実
際にフィールドワークを行った調査地である華県及び合陽県の新粉細工に関わるものに
1 ｐ．611、ｐ．636、pp．709－710
6限らず、広く関中地方における新粉細工の実態について聞き取りを行い、渭南地区の新粉
細工の種類と用途を分析した。
第 3章では、2011 年春と 2013 年春に、華県瓜坡鎮での現地調査、及び 2012 年春、2013
年春に西安市と合陽県和家庄鎮、甘井鎮での現地調査で聞き取りできたものをまとめ、渭
南市における新粉細工の製作について整理する。陝西省において、新粉細工が広範囲に応
用される地方は陝北地方及び関中地方である。特に関中地方の華県、合陽県及び陝北地方
の洛川県、黄陵県の新粉細工は非常に独特である。そして、同じ地域においても、新粉細
工は県から村まで、各々の特徴や利用のしきたり等が異なる。
現地調査の際、合陽県・和家庄鎮（2012 年春）及び合陽県・甘井鎮（2012 年春、2013
年春、2015 年春）の新粉細工の製作者と村人にインタビューした。下表は一部対象者の
生活状況をまとめたもので、共通点としては、経済的な余裕がないということが分かる。
表 1 新粉細工製作者の生活状況（2012 年当時）
名前 家族構成 従事者 個人収入
（月/元）
新粉細工の継承
WHY 夫、娘 1 人、
息子 1 人
王氏 1 人
2300
西安で新粉細工の制作をす
る機会がある；娘、息子は出
稼ぎをしている
WZX 夫、娘 2 人 王氏 1 人
1800
無料で同郷人の手伝いをす
る；娘は出稼ぎをしている
WQH 夫、息子 2人、
娘 1 人
王氏 1 人 1500 普段はあまりしない；息子は
出稼ぎをしている
ZBX 夫、息子 1 人 周氏 1 人
1700
毎年の正月十五日前後、無料
で人の手伝いをする；息子は
出稼ぎをしている
WWL 夫、娘 1 人、
息子 2 人
王氏 1 人
1200
現在は殆どしない；娘は王氏
の麺倒を見る；息子は出稼ぎ
をしている
出所：筆者作成
中国では農耕文化の影響で、新粉細工は既に、人間の農耕生産、民俗信仰、年中行事な
ど様々な場麺で使われている。
第 4章は、2011 年から 2015 年までの調査結果を総合して述べ、年中行事、通過儀礼、
民俗信仰、伝統儀式という四つの角度から、新粉細工の用途と役割について、分析を行い、
以下のようにまとめた。
7①合陽県の新粉細工は通過儀礼と旧暦による年中行事のほか、2014 年夏と 2015 年春に
行った現地調査での結果、各村の民間信仰や宗教に関する廟会の際にも使われている。
②廟会の際に行う活動の内容は村全体の経済実力と関係を持っている。太鼓と舞踊のパ
フォーマンス、地方劇の上演は一般的であるが、ない場合も少なくない。しかし、新粉細
工には村人の願いが含まれているので、欠けてはならないと思われている。
③2015 年春に、調査村の福徳村、坤龍村、南長益村、和陽村、南王村において、実例
を挙げ、廟会の際に使用される新粉細工の種類は主に、「油輪」、「餛飩」、「糕」であ
り、他の新粉細工はこの場合に使用されない。
④2014 年春と 2015 年春合陽県の廟会の際に使用される新粉細工は、殆ど村人が自発的
に制作したものであり、定められる個数はなく、予約してから買うものもない。それに、
「油輪」、「餛飩」、「糕」のうち、どの新粉細工を供えても個人の自由なので、ある程
度、村人の生活状況を反映することができる。
⑤時代の発展とともに、廟会の形や新粉細工の形も発展してきた。地方によっては、廟
会は元来の形式に拘らなくなり、村の優秀人物の表彰、村の発展に関する政策麺の浸透、
村民小組の間の競争等が盛り込まれている。新粉細工は花、鳥、動物、人物の造型がより
一層精美になり、活動の主題と合わせて、変化が生まれている。
第 5章では、2012 年春に富平県、2012 年春と 2013 年春西安市での現地調査の結果に基
づき、新粉細工の都市部における新しいライフスタイルへの応用を紹介した。農村部の新
粉細工がどのように都市部へ持ち込まれ、新たな局麺に応用されるようになったのかを調
査し考察した。5つの例を通じて、新粉細工が利用され続ける可能性や、新粉細工の役割
や用途が広げられたことを明らかにした。ただ、新粉細工を作られた新文化に適用できる
かどうかという問題も生じている。本章は、この点についても整理し、分析した。
第 6章では、以上の調査と分析を踏まえて、新粉細工に対する認識及び新粉細工の実態
と発展などをまとめ、新粉細工という歴史を有する民俗文化の特徴、現状、課題を整理す
る。
第 4 節 論文構成
本論文は 6 章から構成される。
8第 1章の内容とは、今日では、文化の多様性は様々の要因によって（経済発展や戦争な
ど）失われている。そのなか、有形的文化財より、無形的文化財・民俗的文化財は消失さ
れる恐れが高まっている。
日本の市民たちは自発的に地域固有の伝統文化を保護する意識が強い。それに比べると、
中国では、伝統文化に対する関心が極めて薄いということを筆者は実感している。さらに、
近年、中国では、都市化が早いスピートで進んでいるので、農村部から若者の流出などの
問題によって、伝統芸術の伝承者が減少している。
筆者はまず、調査地の自然環境、歴史、人口分布などの情況を整理し、新粉細工の調査
実例を分析する。それから、政府機関の役人と新粉細工製作者にインタビューを通じて、
現代新粉細工製作者の生活状況を把握する。また、新粉細工が農村部の応用だけではなく、
どのように都市部まで広がっているのか、そして、伝統文化の一部として現代文明との摩
擦のなか、都市部においても応用されるようになった理由も分析する。最後は、「新粉細
工」という農村部から生まれた伝統的文化が現代の都市部において、新たな応用が可能か
どうかについて検討する。
第 2章は陝西省における伝統的民芸と新粉細工をめぐって、展開する。
「祭品麺花」は祭礼に供える新粉細工で、人間の自然、先祖に対する民俗信仰の表現で
ある。特に、年中行事の際、家屋を建てる際や上棟する時に使われている。「礼品麺花」
は贈り物としての新粉細工で、民間では、節句を迎える際と日常の付き合いの時によく贈
り合われる。特に出産した時、結婚する時、誕生日などを祝う時や、葬式をあげる時に新
粉細工が用いられている。
さらに、具体的に新粉細工を機能によって「玩具兼観賞用型」、「観賞用のみ」、「食
用のみ」、「食用との混合型」の 4 種類に分類した。
第 3章の内容は、渭南市における新粉細工の製作である。
第一節は新粉細工の製作過程について記述した。
新粉細工は基本的に小麦粉、新粉などの原料を水に入れ、かき混ぜた後にできた練り粉
を利用し、植物、動物や人物等の形を作る技術である。新粉細工を制作する際、処理され
た練り粉はすでに塑性を持つので、製作者は練り粉のその特徴を利用し、新粉細工を制作
するため、新粉細工はまた「麺塑」とも呼ばれている。実際に新粉細工は二種類がある。
第一種類は「新粉細工人形」である。新粉細工人形の身体、頭部、手足等は制作する時、
製作者によって、部分ごとに変色させ、指でつまんで、作られたり、ナイフのような竹の
9かけらで目や鼻等の五官を整えられたりする。さらに、人形が生き生きしているように表
現するため、新粉細工人形の製作者は羊毛、羽毛、絹糸、綿花のような材料も使い、人形
のひげ、髪の毛、帽子等の装飾を加える。新粉細工人形は完成したら、製作者はそれを木
の棒に挿してから売るのが一般的である。もう一つの種類の新粉細工は観賞用の機能だけ
ではなく、食用の機能も持っている。このような新粉細工は中国の伝統的な民俗イベント
や祭祀の際に、供え物として使用されるほか、年中行事の際に家族や親友の間で、贈り物
として使用されているため、農村部ならではの産物といえる。
第 2節は現地調査で、インタビューした新粉細工の製作者の生活状況、経済状況等とい
う内容である。
第 4章は渭南市における新粉細工の種類と用途である。
第 1節では、年中行事の内容は「大晦日・元旦と親戚回り」、「正月五日からの追節」、
「正月十五日・元宵節」、「正月二十三日・咬虫・咬干干」、「二月二日・龍抬頭」、「清
明節」、「五月五日・端午節」、「七月七日・七夕節」、「八月十五日・中秋節」、「九
月九日・重陽節」、「十月一日・送寒衣」から、調査地のしきたりを調査し、年中行事の
なかで、新粉細工の用途、役割、そして、人間関係の繋がる方法にどのような影響を与え
たのか等について整理した。
第 2節は、通過儀礼を「生命の始まり」、「子供の成長」、「結婚」、「年長者の誕生
日の祝い」、「葬儀」を取り上げて考察した。また、結婚における新粉細工の利用では、
村の結婚式だけではなく、比較するために、県城（県人民政府が置かれている町）の結婚
式も取り上げて、新粉細工の使い方を分析した。最後に葬儀に関して、合陽県莘里村と坤
龍村の葬式の実例を挙げて、新粉細工の使い方を考察した。
第 3節は、民俗信仰と新粉細工との関係性を明確にするため、歴史上の新粉細工の使い
方を整理しながら、地域における民間信仰である土地神信仰、華陀信仰、玄武信仰、孫思
邈信仰、龍王信仰、呂祖信仰、岔峪川の神）など現地調査を通じて、民俗信仰と新粉細工
との関係、村人に与えた影響について分析した。
第 4節では、上棟、転居、井戸を掘る、碑を立てる場合における新粉細工の利用状況を
考察した。
第 5章、新粉細工の現代的活用という内容は主に新粉細工が都市部での応用で論述した。
新粉細工は都市部において新しい形で応用されている、そこで、伝統の新粉細工との作
り方などの差異を明確するため、富平陶芸村、民俗文化体験館の「福客福厨」、西安市群
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衆芸術館の「西安市非物質文化遺産保護中心」を取り上げて、新粉細工教室の展開、成人
式の際に使用される新粉細工の実例を通じて分析する。
第 6章の考察は新粉細工を切り口として、経済発展によって引き起した現代文明と伝統
的文化との衝突や、地方の都市化問題における若者の流出による伝承者の減少等の問題を
明らかにする。最後に地域、神を主体とする伝統の行き方を分析し、新粉細工をめぐって
伝統的な民間文化の価値を考察する。
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第 2章 陝西省における伝統的民芸と新粉細工
本章では本論文の調査対象とした陝西省の概観と、その地域で発展してきた新粉細工を
含む伝統的民芸の概要を紹介する。筆者は 2009 年から 2010 年の間に、陝西省･西安市及
び渭南市において、市民に活用されている伝統民芸を対象とした予備調査を実施した。目
的は陝西省における伝統民芸の概要と現状及び特徴と利用状況を把握することである。
中国と日本の行政区画について、幾つか同じ様な部分があるが、表示する行政単位とそ
れが意味するものは異なる。したがって、まずは中国び陝西省の行政区画を説明する。中
国の行政区画は基本的に、大きな区分から小さな区分へと省級（直轄市を含む）・地級・
県級・郷級（鎮を含む）という 4 のレベルの構造からなり、郷級以下には村・社区が設け
られる。陝西省には 1 つの副省級市（西安）、10 の地級市（地区レベルの市）が設置さ
れ、県級レベルの行政には 24 の市轄区、3の県級市、80 の県が所属する2。
考察の主な対象は華県瓜坡鎮及び合陽県を中心とし、さらに西安市、富平県の四箇所で
フィールドワーク調査を実施した。また、予備調査の結果及び以上の説明にもとづき、陝
西省における伝統民芸の概要とその中で最も重要視とされている新粉細工の種類を説明
する。
第 1節 調査地概要及び伝統的民芸
陝西省は「陝」、「秦」と略称される。秦の都である咸陽、及び前漢・唐の都である長
安を擁する陝西省は歴史上最も多数の王朝が建てられた所であり、長い間中国の政治、経
済、文化の中心であった。
図１は陝西省の位置を示す地図である。陝西省は地図の上では立っている鶏のような形
になるといわれている。北部は内モンゴル自治区と接し、東部は山西省、河南省と隣接し、
南部には四川省、重慶市があり、西南部は湖北省と接している。省内には黄河とその支流
である渭河及び揚子江の支流が流れ、表土流失という特徴をもつ黄土高原も陝西省の域内
に広がっている3。
2 陝西省人民政府ホームページ(http://www.sxsdq.cn/sqgk/zhjs/ 2010．08)を参考。
3 陝西省人民政府ホームページ(http://www.sxsdq.cn/sqgk/zhjs/ 2008．03)を参考。
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渭南地区は南北が 182km になり、東西の幅は 149km になる。この地区は黄河流域の中流
にあり、洛河と全長が 818km になる渭水が流れている。そのため、渭南地区は「八百里秦
川」（陝西省における一番広大な地帯である）という言い方がある4。渭南地区の地勢は
南北が高くなり、中央が低くなる。東西が広いため、瓦のような形になる。この地方の気
候は暖温帯季節風気候に属し、春が短く乾燥し、夏は暑くなる。秋は多量の降水があり、
冬は低温で、湿り気が少ない。しかし、年中の降水量は適宜であり、日照も充実で、四季
ははっきりしている5。その上、渭南地区では、豊富な地下水があるため、土質が肥沃に
なり、農業、林業、牧畜業の発展にとって良い条件といえる。
図 1 陝西省行政区画図 図 2 渭南地区行政区画図
出所：図 1 陝西省行政区画図 http://ditu5.com/ 2013
図 2 渭南地区行政区画図
http://baike.baidu.com/albums/124389/124389/0/0.html#0$bd7faf35f78254e0a71e1241 2008
民間では陝西省を区分する方法は幾つかがある。それぞれの区分方法は地理的位置、自
然環境、歴史、文化、気候、民俗習慣等に依拠している。例えば、陝西省の地勢は北と南
の海抜が高く、中部地方が低いという谷形の地形であり、西から東へ傾斜している。北山
と秦嶺が陝西省を三つの自然地域に分け、北部は陝北高原であり、中部は関中平原であり、
南部は秦巴山地である。古くから、地勢、地理的位置や自然環境にもとづき、中国人はこ
の 3 つの地域を「陝北地方」、「関中地方」、「陝南地方」と呼んでいる。さらに、清、
4 史耀增 『合陽麺花 月刊 002 期』（2006） 民間雑誌社、pp．8～9。
5 沈宇 『「陝西民俗文化大系」関中麺花』（2008） 西北大学出版社 pp．1～6
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民国期から「関中地方」は「東府」（現在渭南地区）、「西府」（現在宝鶏地区）、「西
安府」（西安市とその周辺）に分けられた。現在に至って、特に農村部において、この言
い方が使われている。本論文ではこの区分方法に従い、フィールドワークを行った渭南地
区（合陽県、華県、富平県）を「東府」、または関中地方と呼ぶ場合がある。
「西府」と「東府」において、言語、文化、民俗習慣等はそれぞれ強い特色を持ってい
ると筆者は考える。
例えば、「西府」に属す宝鶏市では、方言の中に古い言葉や発音が多く残され、現在も
使われている。また、非常に有名な伝統劇・「秦腔」の発祥地も「西府」である。飲食に
ついていえば、「西府」は中国の「小吃（XIAOCHI）6」の発祥地と言われており、「西府
扯麺」、「宝鶏擀麺皮」、「麺皮夹饃」、「岐山臊子麺」が代表的な物である。ほかに、
「西府」にある伝統的な民間芸術も多種多様であり、年画、切り紙細工、泥人形、編み物
細工、お祭り、伝統劇の隈取りなどは世界的にも有名である。
それに対し、「東府」では「東府文化7」が広く注目され、民間芸術を生む源と考えら
れる。伝統的な民間芸術は種類により、それぞれ特徴が異なっているが、互いに影響を与
えたり、受けたりしている。以下では「東府」の伝統的な民間芸術である地方劇、切り紙
細工及び新粉細工を中心に説明する。
「東府」には、「皮影戯」や「線偶戯」をはじめ、伝統劇・「秦腔」、「老腔」、「碗
碗腔」や他の地方劇等、劇の種類が沢山あり、人間の様々な感情を再現する表現となって
いる。調査地の村人は烈日の下でも、寒風吹雪の天気であっても、幕の前に座り、感情移
入しながら、観賞するのが一番の楽しみであると語った。レジャー施設の少ない農村では、
劇はレジャーの一つであり、村人の生活に娯楽を与える。
「皮影戯」は、芸人達が照明で照らされた白い布の後ろにいて、獣の皮で作られた人物・
動物などのシルエットを操りながら、音楽・リズムに合わせて歌い物語を語る影絵芝居で
ある。「東府」の「皮影戯」は一般に四人の芸人が演奏しながら歌い、人物シルエットと
合わせて、共に五人で演劇をする。それで、「皮影戯」は「五人忙」という呼び方もある。
この形式の劇は華県・華陰で盛んであり、切り紙細工・刺繍・新粉細工の作品の中には、
「皮影戯」の人物等がよく出てくる8。
6 店や屋台で食べる軽食
7 各時代から残された文化体系であり、「地方劇」、「民芸品」が代表
8 惠焕章、楊婧、崔彦 『陝西民間芸術大全』(2006) 陝西旅游出版社 pp．16～20;29～31
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一方、「線偶戯」は合陽県で盛んであった。「線偶戯」は「皮影戯」と同じく「東府」
の傀儡戯（操り人形芝居）の一つである。「線偶戯」は頭・籠腹・四肢・提線と勾牌（提
線板）からなっている。木偶の内部には提線を通して目・鼻・口の動きをコントロールす
る仕掛けが設けられ、表情や動作で物語を語る。
合陽県・和陽村の年長者王氏の話（2012 年 3 月）によると、「線偶戯」は路上で演じ
られる劇も存在していた。かつてはチケットもいらずに非常に楽しめる幼少時代の宝のよ
うなものであったが、現在はすでに見られなくなってきた。
また、切り紙細工は中国語では「刻纸」・「窗花」・「剪花」とも呼ばれ、南北朝時代
から始まり、明清時代に全盛期を迎えた。切り紙細工の内容は五穀の豊作、民間伝説、祝
事、子供、花や動物などに関するものが多くみられ、「南方派」、「江浙派」、「北方派」
という三つの流派に分かれる。
「南方派」は広東省、福建省、武漢の切り紙細工を指し、「江浙派」の代表は江蘇省、
浙江省の切り紙細工である。そして、陝西省をはじめ、山西省、山東省の切り紙細工は「北
方派」である。
陝西省の切り紙細工は特に昔からの紋様が伝承され、豪放、雄壮、簡潔と素朴の特徴を
持っているといわれる。陝北地方の「靖辺県」の切り紙細工は 1985 年に西安美術家画廊
で展示され、1986 年に北京の中国美術館（国家美術館）で展示された。さらに、中国文
化部によって「中国の切り紙細工の故郷」と命名された9。しかし、切り紙細工はまた女
性によって作られた民間芸術といわれ、「東府」と「西府」の女性達にとっては例外なく、
特技の一つである。
合陽県での筆者が行った実地調査では、平麺的な切り紙細工だけではなく、立体的なも
のを製作できる人が多くおり、中には男性もいた。合陽県の切り紙細工は節句の時、また
人が結婚したり、亡くなった場合に応用されることが多い。それにより、切り紙細工を生
業として店を経営する人もいた。村では人が亡くなった場合、切り紙細工の店で祭祀用の
花や花を支えるための棚などを買う人が多くなってきた。現在の農村部の人にとって、切
り紙細工を製作するのではなく、買ってくるほうが楽だといわれた。しかし、それ故に、
切り紙細工に含まれる感情麺の意義も失われてきたと考える。
9 惠焕章、楊婧、崔彦 『陝西民間芸術大全』（2006） 陝西旅游出版社 pp．207～208；211～212；
273～275
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さらに、調査の結果では、「東府」で最も重要な伝統的民間芸術は新粉細工である。そ
の理由を一言でいえば、「東府」の優れた自然環境、豊富な資源、飲食習慣等と緊密な関
係をもっているからである。東府の各村では古くから新粉細工に関わる物語が多くあり、
旧暦節句、結婚、出産、祭祀の際のみに使われるのではなく、友達の間でも常に贈られた
り、貰ったりされる。それに、地域に関わらず、地方劇、切り紙細工等、ほかの伝統的民
芸は多かれ少なかれ、新粉細工の構成要素に影響を与えてきた。
一番有名なのは漢民族の間に伝われてきた「老鼠嫁女」（中国では、「鼠の嫁入り」と
は鼠が娘を嫁に行かせて、結局猫に食べられた物語）という民間伝説を内容とした作品が
挙げられる。鼠の嫁入りという伝説は全国の違う地方において、その内容と行う日（主に
旧暦の正月に行われる）は様々な言い方がある。伝統民芸作品の中で、「老鼠嫁女」の内
容を反映するものはまず、正月の際の各地の地方劇、切り紙細工、年画によく表現された。
時代の発展と共に、新粉細工は本来の模様に限らず、鼠の嫁入りのような民間伝説を参考
にした作品も多くなってきた。さらに、筆者がインタビューした合陽県の新粉細工の製作
者王氏（2012 年 3 月和家庄鎮）の話によると、渭南市の製作者たちは鼠の嫁入りのよう
な製作対象の数が多くあり、それぞれの対象の動作は異なり、比較的に複雑な作品の製作
を通して、自分の腕前を見せる方法ともなる。一方、2012 年 3 月に合陽県の民俗学者史
氏にインタビューした結果、農村部では昔、「鼠は害虫なので、娘を嫁に行かせる日に、
糧食、蝋燭等を用意しないと、今年度の生活や畑の収穫状況は必ず鼠にかき乱される」、
「鼠は一回に数多い子鼠を生むので、娘を嫁に行かせる日に、婚礼の結納の品を用意すれ
ば、家族の女性はきっと順調に赤ちゃんが産まれる」という古い考えがあった。段々と、
民間では「出嫁」（嫁に行くこと）は「出家」（家から出ること）の意味もするというよ
うな言い方が現れた。その原因は単なるこの 2 つの単語が「CHUJIA」という似ている発音
をするだけではなく、さらに「害虫は家から出る」という願いが含まれるようになってき
た。
そこからみると、昔、民間（特に、生活が裕福ではない農村部の人々）では、害虫が齎
した損害と病気が抑えられないため、逆に、害虫に食べ物を与え、事態を収拾したく、被
害から救われたい気持が推測できる。したがって、現在、「老鼠嫁女」の民間伝説はどの
地方で、どの日に行われても、大体「新年を祝う」、「子孫繁栄を祈る」、「豊作を願う」
等の縁起の良い意味が含まれている。
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このように、新粉細工は一般庶民の普通の生活から生み出され、村人のライフスタイル
の変化や時代の発展、ほかの芸術形式の変化等と関連していることが明確である。
さらに、民間では龍、虎、亀等、神話や伝説の中で神と思われる存在だけではなく、鼠
のような害虫をトーテムとして、崇拝する人たちもいる。古代の旧姓と十二の干支の関係
や少数民族のトーテミズムに関する研究の中にも、今日害虫と思われているものがある10。
次節は新粉細工の基本的な概念と分類、源流、全国的分布から新粉細工の概要を論述す
る。
第 2節 新粉細工の種類
新粉細工とは小麦粉、新粉といった原料を水に入れて、かき混ぜたあとにできた練り粉
を利用し、植物、動物や人物等の形に模して製作したものである11。新粉細工を製作する
際、処理された練り粉はすでに塑性を持つようになっている。製作者は練り粉のその特徴
を利用し、新粉細工を製作するので、新粉細工はまた「麺塑」とも呼ばれる。
一般的に「麺塑」と言えば、字麺通りの「麺」で作った塑像のことしか思われない場合
があるが、実際にはその機能によって「玩具兼観賞用型」、「観賞用のみ」、「食用のみ」、
「食用との混合型」の 4 種類に分けることができると筆者自身は考える。さらにこれらは
それぞれ、「伝統的」役割（用途）や形状で分類することができる。
そのうち、食用でない新粉細工（「玩具兼観賞用型」、「観賞用のみ」）は新粉細工人
形のことを指している。
新粉細工人形の製作する原料は良質の餅米粉を 3 割、小麦粉を 7 割使い、それが腐敗し
ないように、適当な分量の蜂蜜、グリセリンを原料の中に入れる場合もある。それ以外に、
塩、防腐剤、胡麻油等の材料を使用する製作者もいる（魯 2006：1；王、段 2008：8）。
さらに、「玩具兼観賞用型」の新粉細工人形は写真１のように、特に小型の新粉細工
人形を指しており、中国語では「麺人児」・「江米人」と呼ばれる。製作者は人形の身体、
頭部、手足を製作する時、原料を部分ごとに粉状態の顔料を加え、指で撮んで製作したり、
ナイフのような竹の欠片で、目や鼻等の五官を整えたりする。人形が生き生き見えるよう
10 http://www.huaxia.com/zt/whbl/2004-04/00166683.html 華夏経緯網を参考
11 王江 『民間麺花 中国民間工芸全集』（2008） 中国軽工業出版社 p.8）
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にするため、羊毛、羽毛、絹糸、棉花のような材料も使い、人形のひげ、髪の毛、帽子等
の装飾を施す（惠、杨、崔 2006：378）。
写真１ 新粉細工人形
出所：http://travel.hebei.com.cn/hbhsly/sdyhb/lyjnp/201006/t20100609_1694005.shtml 2005．06
このような小型の新粉細工人形の形状は主に神話、物語の人物、動物やアニメの人気者
などが多い。それらは農村部のみならず、都市部でもよく販売された。2012 年 3 月の現
地調査結果により、合陽県和家庄鎮の製作者王氏たちは新粉細工人形の販売について語っ
たものを以下のようにまとめた。
以前の中国では、新粉細工人形の製作者は自分の作品を木材で作られる簡易な棚に挿し、
製作道具等と一緒に背負って、道を歩きながら振り売りをした。興味のある顧客がいれば、
その場で注文を聞き、すぐに新粉細工人形を作り始める。写真 2 のように、製作者が一日
何箇所も場所を変え、一つの場所に着いたら、振り売りをするという売り方もある。した
がって、都市部の子供にとって、「麺塑」は小型の「新粉細工人形」のみを指すという認
識があるが、実際は概念の混淆であると筆者は考える。
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写真 2 新粉細工人形の販売
出所：http://www.zgqlfyt.com/picture/showarticle.asp?articleid=29015 2006．02
一方、「観賞用のみ」の新粉細工人形は工芸品、美術品として、都市部で販売される。
筆者の子供時代の記憶と2012年 4月と2013年 3月に合陽県の民俗学者史氏との話によ
ると、このような人形は顧客のニーズに応じて、サイズと形状が多くあり、物語の登場人
物、動物やアニメのキャラクター等以外に、写実的なモチーフも多い。
「食用のみ」、「食用との混合型」の新粉細工の類似点は、食用の機能を持っていると
同時に、人々（特に農村部）の生活に一定の役割を果すことである。相違点としては、製
作する際、顔料がある程度使用されるので、全体的に食べられるものと部分的にしか食べ
られないものがあることである。多くの場合、両方の新粉細工は同時に用いられるので、
それぞれを明確に分離にすることは難しいが、伝統的な用途に従い、以下のようになると
考える。
民間では新粉細工が「
メン
麺
ファー
花」・「
ファーモォー
花 馍」・「
リーモォー
礼馍」・「
ファーゴン
花供」等様々な呼び方を付
けられ12、中国の伝統的・民俗的なイベントや祭祀の際に、供え物として使用されるほか、
年中行事の際に家族や親友の間で特に親しい意味を込めた贈り物としても使用され、農村
部ならではの産物である。
12 「麺花」、「花饃」という呼び方は各々の新粉細工の機能を表さず、新粉細工そのものを表す呼称で
ある；「礼饃」、「花供」という呼び方は機能を兼ねる新粉細工の呼称である。
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新粉細工の形状には規定がないが、渭南市華県瓜坡鎮（2011 年春と 2013 年春に、製作
者の鄭氏と渭南市文化局の役人李氏の話に基づき）、合陽県甘井鎮、和家庄鎮（2012 年
春に王氏たち計 6 人にインタビューした話に基づき）において、受け継がれてきた形に加
え、製作者自身の想像、製作者の間の相互的な影響により、新粉細工の形状はある程度地
域性をもつ。例えば、子孫の繁栄を望む場合に用いられる新粉細工は植物、動物の形状に
したもののほかに、人間の形に基づいたものが多く見られる。親戚回り等ほかの場合に用
いられる新粉細工は植物、動物の形にしたものが多い。
さらに、筆者は新粉細工が人の生活に果している伝統的用途に基づき、基本的に「
ジーピン
祭品
麺花/花饃」と「
リーピン
礼品麺花/礼饃」に分類することができると考えた。「祭品麺花」は祭礼
に供える新粉細工のことを指し、自然や祖先に対する民俗信仰の表れとして捉えることが
できる。特に、年中行事の際、家屋を建て始める際や上棟する際にも使われる。
一方、「礼品麺花」、即ち「礼饃」は贈り物とされる新粉細工である。2013 年 3 月と
2014 年 8 月に地方の民俗学者史氏と合陽県文化局の史氏にインタビューしたものを参考
にして、農村部では、節句を迎える際と日常の付き合いの時によく新粉細工を贈りあい、
特に人が生まれる時、結婚する時、誕生日を祝う時や葬儀の時に新粉細工が用いられる。
しかし、自然、先祖、年長者に対する思いや敬意を表すために使われる様々な形の新粉細
工は、同時に食べ物として、贈り物とする用途も備えている場合も多いと筆者は考える。
新粉細工は保存しにくい装飾した食べ物とみなされ、歴史上ではあまり記載がなく、新
粉細工の発展に関する考察もより難しい。しかし、麦は新粉細工の製作に欠かすことので
きない原料である。そのため、新粉細工の発展と麦の発展との関係は分離できないと考え
る。以下は新粉細工と麦の関係について、考察していく。
中国では「麦」という漢字は最初に殷商時代の甲骨文に発見された。麦の実物の標本は
西周の遺跡で出土した。そして、1955 年に安徽省で西周時代の「陶製鬲」の中に乾留さ
れた小麦が 960g 発掘された。それで、商周時代に新粉細工を製作する基本的な物質条件
が存在したことが分かる。同時代の青銅器の中では、麺を焼く炊事道具が発見され、春秋
戦国時代に、小麦を砕く道具がまた発展した。このように、道具の出現と運用は麦を麦粉
に変える条件を提供したと考えられる。
春秋戦国時代、中国人は綿山で殺害された晋の忠臣介子推を記念するため、小麦粉を小
鳥の形に作り、「子推燕」と呼んだ。この「子推燕」は新粉細工の萌芽とみられる。現代、
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渭南地区の新粉細工・「燕燕饃」の原形はその時期の「子推燕」であるというような説も
ある（沈 2008：1～4）。
そして、漢代になり、麦作物の栽培が普及した。それに伴い、麺類食べ物は北部地方に
おいて、常食するようになった。その中で、「餅」類食品は小麦粉で作られた最初の形の
ある食べ物となり、発展することができた。漢代宣帝を「餅」の製作業の始祖とする説が
あり、さらに後代の人に祭られることもある。
魏晋南北朝時代になり、麺類食品の種類は更に豊富になった。例えば、北魏の賈思勰の
『斉民要術』には、「餅」を作るための十種類以上の方法が記録され、現代の新粉細工を
製作する時に使用される発酵の方法もその時代から広範に運用されていたことが分かる。
証拠となる一番古い実物の新粉細工は唐代の物である。その唐代の新粉細工は 1970 年
前後に、新疆トルファンで発掘された。発掘された物は、麦を小麦粉に砕き、新粉細工を
作っている形にした女性の土偶、及び花の形と豚の形にした新粉細工である。当時は遠い
西域といわれるトルファンにでも精美な新粉細工があった。そのため、都である長安にお
いて、新粉細工の使用はさらに一般的であったと推測できる。
宋になると、新粉細工の発展はますます盛んになってきた。民俗イベントの際に、一般
庶民も新粉細工を用いるようになり、北宋時代の新粉細工は庶民の生活と年間行事によく
用いられるようになった。
さらに、明朝万暦年間の燕京において、節句の際に、「餅」を贈り合うことが民俗習慣
になり、女性は米や麦の練り粉に餡を詰め、形の違う鋳型を利用して新粉細工を作る。そ
れが当時の流行であり、当時の新粉細工の製作方法は今日に至るまで使われている。
清時代には新粉細工を作る鋳型が多くなってきた。例えば、正月によく使う「如意」形
の鋳型、結婚式によく使う「龍鳳」形の鋳型、及び花の形の鋳型などが挙げられる。同時
に、新粉細工を製作する店が現れた。
清末期に至り、新粉細工人形を製作できる「民間芸人」は少なくなかった。当時の新粉
細工人形は既に子供の玩具や観賞用の工芸品として製作されるようになったといわれる
（王、段 2008：8～9）。
以上のように、新粉細工は麦の関係及び発展の経緯に対応して、麦の生産量の分布に基
づき、麺類を主食とする黄河流域に広く分布していることが分かる。黄河流域にあたる山
西省、河北省、河南省、山東省、陝西省は麦の産地といわれる。これらの地方においては、
新粉細工が作られ、それはそれぞれに地域性を持つ。筆者は王江、段改芳の『民間麺花 中
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国民間工芸全集』（2008：16～19）に提示されたものにより、以上それぞれの省の新粉細
工の特徴をまとめた。
山西省の新粉細工は「晋南」と「晋北」の 2つの流派があるが、両方とも彩りが華やか
である。逆に、河北省の新粉細工は主に単一の色で着色される物が多い。若しくは、色を
付けないまま、新粉細工本来の色で動物の特徴を表現することが一番よく知られる特色で
ある。河南省の新粉細工はほかの地方と異なり、作品が小さく、精巧であることが特徴で
ある。山東省は孔子・孟子文化の発祥地であることにより、人と人の関係を重んじるため、
人物を題材とする作品が多く、新粉細工人形も有名である。特に、各種類の伝統的な地方
劇、神話伝説の中心人物に基づいた新粉細工人形は中国全体でも人気がある。
しかし、最も有名で、広く応用されているのが陝西省の新粉細工である。陝西省におい
て、新粉細工が広範囲に応用される地方とは陝北地方及び関中地方の農村部である。農村
に行き、質朴な村人に聞けば関中地方の華県、合陽県の新粉細工及び陝北地方の洛川県、
黄陵県の新粉細工は非常に独特であることが分かる。さらに、筆者の予備調査の結果から、
新粉細工は県から村まで、様式及び用いられるしきたりが異なることが分かる。
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第 3章 渭南市における新粉細工の製作
本章では新粉細工の製作過程を、筆者自身のフィールドワークのデータをもとに紹介す
る。筆者は渭南市の華県及び合陽県でフィールドワークを行い、村々では全ての家庭を訪
問した訳ではないが、この二つの県において幾つかの鎮の村を訪ね、新粉細工に関わるし
きたり以外に、新粉細工のために行われたコンクールの情況や製作者達が新粉細工を製作
する過程などについて、取材をしてきた。一方、西安市内において、陝西省の伝統的な民
俗文化の見学と体験をするための「福客福厨民俗体験館」というレストランがある。筆者
はそのレストランを訪れ、合陽県出身の新粉細工の製作者にも聞き取り調査を行った。
第 1節 新粉細工の製作過程
この節では聞き取り調査及び実地調査の結果に基づき、陝西省の農村部において、新粉
細工を製作するために使用される道具及び一般的な製作方法をまとめた結果について述
べる。そのうち、新粉細工が最も有名な地域である華県（瓜坡鎮）及び、合陽県（和家庄
鎮、甘井鎮）における特色があり、且つ有名な新粉細工の実例を挙げ、現代の新粉細工の
製作過程について論述していく。
１ 製作に使用される道具
新粉細工の表現形式は様々であり、着色していない素朴な新粉細工も、きちんと着色さ
れた複雑な新粉細工も、両方とも製作者が生活の中に何処でもみられる簡易な道具を使用
し作られたものである。製作者が製作する場麺を見れば、それらの道具の簡易さに驚かな
い人はいないであろうと考えた。
写真 3 華県の製作者が使用する道具
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写真 4 合陽県の製作者が使用する道具 写真 5 万年筆の軸、ヘアピン等の道具
写真 6 櫛、ボールペンの芯等の道具
写真 7 西安市内の製作者の製作道具
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写真 8茶碗で「立老虎」の体をアーチ状に作る
写真 9 着色する際に使う食用の染料及び黒豆 写真 10新粉細工を蒸す道具・蒸籠
出所：合陽県及び西安市内における製作者の作業場（2011年～2013 年 筆者撮影）
写真 3、8は筆者が 2011 年春に華県の製作者鄭氏の家で撮った写真である。写真 4、5、
６は和家庄鎮の製作者たちの製作道具である。写真 7、9 は西安の製作者王氏の製作道具
と染色道具である。写真 10 は合陽県和家庄鎮の製作者王氏の家で撮った新粉細工を蒸す
道具である。
陝西省において、農村部の人と都市部の人との生活状況を比較すれば、やはり農村部の
人の経済状況はそれほど豊かとはいえない。それ故、一般の農婦であれ製作者であれ、誰
でも生活の中でよく使われるものや使いやすいもので新粉細工を作るのである。また、新
粉細工の製作で、人が使う道具はそれぞれに違うが、それらの道具は基本的に幾つかの種
類に分けられる。筆者はその道具の使用所に基づき、以下の 4 つに分類した。
その一は練り粉を造型する道具である。その中で、練り粉を伸ばすために使われるもの
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は麺棒である。個人の作り方及び習慣によって、プラスチックのパイプを使う人もいる（写
真 3）。そして、練り粉を切るために、包丁、裁断包丁、ハサミが使われる。ほかに、練
り粉そのものを装飾するために、櫛、梳き櫛、針、箸、指ぬきを使用するのが一般的であ
るが、瓶のふた、万年筆の軸、ヘアピン等を使う人もいる（写真 4～7）。出来上がった
新粉細工の作品を全体から見ると、各部分の造型には茶碗、コップなどが使用される。
その二は練り粉を染色する道具である。新粉細工はそれが果している役目により、染色
されないものと染色されるものがある。染色されない場合であれば、その新粉細工は練り
粉本来の色で表現される。一方、染色される場合であれば、村人も製作者も食用の染料を
使用することが多い（写真 9）。そして、染色する道具は綿棒と毛筆をよく使う。
その三は新粉細工を装飾するために使用される道具である。新粉細工には人間の形や動
物、植物の形にしたものが多いので、製作する人は常に胡麻、落花生、豆でそのものの目、
口、鼻、耳などを表現する（写真 5・ 6 ・ 9）。それ以外に、プラスチック製の各種の色
付きの丸い玉、或いはビー玉を使用する人も多い（写真 9）。一方、新粉細工の各部分を
組み合わせるため、或いは装飾用のパーツを新粉細工の主体に挿すため、木の棒やつまよ
うじ、箸などもよく使われる（写真 4）。
その四は新粉細工を載せて、蒸す道具である（写真 10）。村人は普通に料理をする際
に使われている蒸籠で新粉細工を蒸す。蒸す前に、一般的には新粉細工を蒸籠の簾の子に
置く。
２ 製作方法
新粉細工の製作方法には、製作者や新粉細工の種類により、色々な作り方がある。また、
小麦粉から完成されるまで、製作者は一定の製作の順序に従い、新粉細工を作る。ここか
らは 2011 年春、2012 年春に合陽県・和家庄鎮で調査を行った際に観察した、製作者と村
人との協力で虎形の新粉細工・「圓糕」を製作する例と、2011 年春に華県・瓜坡鎮の製
作者が新粉細工・「立老虎」を製作する例を挙げる。そして、虎形の新粉細工の製作過程
を通して、合陽県と華県の製作する方法を比較し、新粉細工の製作方法の異同について、
まとめてみる。
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（１）合陽県・和家庄鎮における調査――虎形の新粉細工・「圓糕」
陝西省の農村部では、「酵麺」とは二つの意味があるといわれる。一つは練り粉を発酵
させることであり、新粉細工の全過程に対し、非常に重要な一歩である。もう一つは前回
に発酵させた練り粉を次回に使うため一部を残す。その残された練り粉自体が「酵麺」と
呼ばれる。
和家庄鎮の新粉細工の製作者及び他の村人は新粉細工を製作する前日の朝から、すでに
練り粉を発酵させる（酵麺）準備をし始める。
「酵麺」を準備する際、まずは「酵麺水」を作る。「酵麺水」は「酵麺」を三十度ぐら
いの温水に入れ、混ぜ合わせた液体である。その後、製作者は小麦粉に「酵麺水」を入れ
ながら、かき混ぜる（写真 11）。かき混ぜた直後の練り粉は普通にうどん等を作るため
に使われる練り粉と差異は大きくないが、それ自体が発酵していないので、練り粉に空気
が十分に入っており、隙間が大きく、柔らかい。その後、製作者はかき混ぜた直後の練り
粉を「炕13」に置き、上に布団を被させてから発酵させる。その練り粉の発酵情況により、
約半日が過ぎたら、もう一度小麦粉を練り粉に入れながら、かき混ぜる。その後、製作者
はできた練り粉を「炕」に一晩置き、更に発酵させる。これで、練り粉が発酵できたとい
われ、即ち練り粉は「酵麺」になったといわれる。翌日になると、「酵麺」は前日よりか
なり体積が大きくなる。
翌朝から、製作者は「酵麺」を少し残してとっておき、余りの部分を捏ね混ぜる、即ち
「和麺」をする（写真 12）。新粉細工を作るのに、大量の小麦粉が使われるため、でき
た「酵麺」もかなり大きい。製作者と村人はその大きい「酵麺」を包丁で切り、いくつか
の部分に分ける（写真 13）。
その後、製作者と村人は分けられた「酵麺」を棒状に捏ね続ける。何本もの棒状の練り
粉は捏ねられてから、全部重ねられ、また切られる。そして、製作者と村人は切られた練
り粉を前のように捏ね混ぜる。この作業は幾度と無く繰り返され、そのうち、練り粉の中
に含まれている空気がなくなり、練り粉の表麺が滑らかになってくる。
最後に、腕の良い製作者と村人はその練り粉の硬さを通して、「和麺」ができているか
いないかを判断する。もし、捏ね混ぜられた練り粉が硬すぎるなら、新粉細工に装飾をつ
ける時や蒸す時、接着された部分は落ちやすいし、できている新粉細工も裂けやすいとい
炕13 中国式のオンドルである。
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われる。逆に、練り粉は柔らかすぎると、新粉細工を造型しにくくなる。その場合に、新
粉細工の製作者は練り粉に小麦粉をかけながら捏ね混ぜ、練り粉が程よく硬くなるまで捏
ね続ける。
以上のことができたら、新粉細工を製作する準備はできていると考えられる。そして、
製作者と村人は新粉細工を作り始める。新粉細工を製作する際、製作者と村人は分業的に、
各部分を作り、協同で製作する。製作者達は自らが製作する部分に必要な分の練り粉を棒
状の練り粉から引き出し、またその練り粉の塊を捏ねたり、ハサミや包丁で切ったりし、
作りたい形に造型する（写真 14）。そして、造型されている部分に胡麻、豆などで目、
鼻、耳などの五官（体の五種の器官：眼、耳、鼻、舌、唇）をつける。
その他、新粉細工の各部分を造型するうちに、製作者と村人は新粉細工の必要である部
分を染色する（写真 15）。染色の際はまず、染料を練り粉に付ける。そして、製作者達
は染料が付いている麺を練り粉の中心部に包んでから、練り粉をまんべんなく捏ね混ぜる。
新粉細工の各部分が染色され、造型されたら、次はそれらの部分を蒸籠の簾の子に置き、
またそれを「炕」の上に一定の時間置く。製作者と村人はこの動作を「泛饃」という（写
真 17）。「泛饃」の目的は新粉細工の各部分が造型された後、すぐに蒸すと、裂ける可
能性があるのを避けるため、もう一度各部分を発酵させるのである。その間、製作者と村
人も少し休憩している。
「泛饃」をした後、製作者は蒸籠の簾の子に置いてある新粉細工の各部分を蒸籠に入れ、
蒸すための準備をする。
陝西省の農村部における一般家庭では、料理を作る時、中華鍋のほか、蒸籠が最も使わ
れる料理道具である。普段、料理を作る時は階層の 1 つしかない蒸籠を使うが、新粉細工
を蒸す時はその 1 つの階層になるものを何階層にも組み重ねてから蒸す（写真 10）。水
蒸気を逃がさないようにするため、蒸籠の周りを濡れた細長い布切れで塞ぐ。
新粉細工を蒸す前に、製作者はすでに火を焚きつけておく。蒸籠の中に溜まっている水
蒸気は新粉細工の表麺を柔らかくさせ、それも新粉細工が裂けないためであるといわれる。
その他、新粉細工を蒸す時間は新粉細工のサイズにより異なる。虎形の「圓糕」のよう
な大型の新粉細工は一般に強火で 15 分から 20 分ぐらい蒸して、弱火で 30 分から 40 分程
蒸す。程よく蒸す時間を延ばせば、新粉細工は美味しくなり、保存できる期間も長くなる。
新粉細工が蒸されたら、製作者はそれを蒸籠から出し、日陰で涼しいところに置き、新
粉細工を冷ます。同時に、新粉細工の底が蒸籠の簾の子に付いていないかどうかもチェッ
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クする（写真 18）。
その後、新粉細工の各部分が冷たくなるまで待つ。待つ間、製作者は粉状態の染料を冷
たい水に入れ、液体の染料を作る。少しの時間をかけ、新粉細工の各部分が冷たくなった
ことが確認できたら、製作者と村人は新粉細工の細かい所に液体の染料を付けた綿棒で、
色を描き加えたり、色付けをしたりする。村人はこの行動を「点染」と呼ぶ（写真 19）。
「点染」をすると同時に、製作者は新粉細工の各部分の組み合わせをし始める（写真
21）。この際、木の枝とつまようじは欠くことのできない道具となる（写真 20）。全部
の部分が組み合わされたら、虎形の「圓糕」が全て完成する（写真 22）。
写真 11 「酵麺」に「酵麺水」を入れる 写真 12 協力で「和麺」
写真 13 棒状の練り粉を切り分ける 写真 14 櫛で足の部分を造形
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写真 15 練り粉に粉状態の染料を付ける 写真 16 染色された練り粉を造形
写真 17「泛饃」されるパーツ 写真 18 蒸されたパーツを冷やす
写真 19「点染」する 写真 20 木の枝に挿されているパーツ
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写真 21 パーツを虎の形に組み合わせる 写真 22 完成した虎の形の新粉細工
出所：合陽県・和家庄鎮の新粉細工製作者の家で撮影（2011年～2012年 筆者撮影）
（２）華県・瓜坡鎮における調査――新粉細工・「立老虎」
瓜坡鎮の新粉細工の製作者鄭氏は基本的に一人で新粉細工を製作している。朝の 5 時頃
から、製作の支度をし始めるのが一般的な情況である。新粉細工・「立老虎」を作るため
の支度は、最初小麦粉で練り粉を作ることである。その仕方は合陽県の新粉細工製作者の
仕方と同じであり、「酵麺水」を作り、それを小麦粉に入れながらかき混ぜる。
小麦粉が練り粉に作られ、鄭氏は時間を置かず、練り粉を発酵させないまま捏ね混ぜる。
新粉細工を製作する時、製作者は一人しかいないので、人力で練り粉を適当な硬さに捏ね
混ぜるまで時間がかかる。それ故、鄭氏は作業場に練り粉を捏ね混ぜる専用の器械を 2
台置き、すぐに練り粉をむらのないようにプレス加工をする。
最初は大型の器械で、製作に使用される練り粉を加工し、加工された練り粉は厚さが
2cm 程の薄片のようになる（写真 23）。そして、練り粉が乾燥しないよう、鄭氏は全部の
練り粉をビニール袋に入れ、部分ごとに袋から出し、新粉細工を製作する。
華県の新粉細工・「立老虎」の各部分の製作方法を概括すれば、大体は練り粉を「量る、
のばす、切る、敲く、捏ねる、巻く、粘着する」等の作業を通し、新粉細工の各部分を造
型する。「立老虎」の各部分の製作からみると、製作者は虎の体、頭部、舌、尻尾、眉、
鼻や目などの五官という順序に従い、製作する。
製作者はまず、「立老虎」の体を作るために必要な練り粉の量を量り、その分の練り粉
を麺棒で展ばし、両端から中央へと包丁で切り、梳き櫛で造型をする（写真 25）。それ
から、できた「立老虎」の体を蒸籠の簾の子に置いてある茶碗の上に密着させ、アーチの
ようにする（写真 8）。「立老虎」の頭部はより大きな薄片のような練り粉を折りたたみ、
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作られる。真中に棒状の練り粉を挟み、その部分が「立老虎」の舌になる。
その後、「立老虎」の新粉細工の各部分本体にある立体的な装飾と頭部や体に挿すため
の装飾も作る。挿し付ける装飾は主に、花、龍、蜘蛛、鳥、鳳凰の形のものが多い。飾る
装飾を作るため、製作者は練り粉を量り、切ったり、巻いたり造型をする（写真 24）。
「立老虎」の尻尾と眉の部分は練り粉を棒状に捏ね、ハサミや梳き櫛で立体的な形を作り
出す。
この間、製作者は鄭氏と同じように練り粉を何度も捏ね混ぜ、小型の器械でプレス加工
をする（写真 26）。その理由は、やや硬くなってきた練り粉をもう１回より柔らかく、
滑らかにさせるためである。
「立老虎」の目とは、練り粉の塊を押さえ、それぞれにハサミで造型をしてから 2 枚づ
つ重ね、ビー玉を目玉とし、上から押さえ付けてできたものである（写真 27）。「立老
虎」の各部分を作りながら、製作者はできた部分を部分別に蒸籠の簾の子に据える。各部
分が据えられた後、そのまま蒸されるため、一定の間隔を置かなければならない。部分的
に粘着する必要があれば、製作者は各部分を水で粘着する（写真 28）。
この後は「立老虎」の各部分を発酵させる。練り粉を発酵する際、製作者は蒸籠を布団
等で覆い、「炕」の上に置いて発酵させる。製作者は「発酵する時間は、冬で約 2時間、
夏では約 1時間かかる」と言う。
練り粉が発酵した後、製作者は新粉細工を蒸す。「立老虎」を蒸す時間は 20 分から 30
分ほどになる。蒸された新粉細工はすぐには蒸籠から出さず、蒸籠の中に 5 分から 10 分
程置く。その後、製作者は蒸籠全体を乾燥させるため涼しい場所に置き、新粉細工が冷た
くなり、程よく固まるまで待つ（写真 29）。
その後、新粉細工を着色することと組み合わせる作業を行う。製作者は液体の染料を毛
筆で染色し（「点染」）、染料が乾いた後、木の棒で装飾した部分を「立老虎」の体や頭
部に挿し組み合わせる（写真 30）。できあがったら、新粉細工・「立老虎」も完成であ
る（写真 31、32）。
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写真 23 大型の器械での練り粉のプレス加工 写真 24「立老虎」の耳を作る
写真 25 練り粉の塊を量り、麺棒で展ばす
写真 26 小型の器械での練り粉のプレス加工 写真 27ビー玉で目の部分を作る
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写真 28 水で飾りを粘着し、立体的な装飾ができる
写真 29 蒸されている部分を冷やす 写真 30 「立老虎」の足に木の棒を挿す
写真 31「立老虎」 写真 32 改良された崩れにくい「立老虎」
出所：華県・瓜坡鎮の新粉細工の製作者の家（2011年～2012年 筆者撮影）
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（３）製作方法における合陽県の新粉細工と華県の新粉細工の異同
（１）と（２）の記述は新粉細工を製作する具体的な例になっているが、実地調査の結
果により、合陽県と華県の製作者は地域ごとに、大体各地における製作方法及び製作する
順序に従い、新粉細工を製作していることが分かる。この 2つの地方における新粉細工の
製作方法を総括すると、類似する特徴を以下のように結論づけることができる。
まず、新粉細工を製作することは長時間労働であり、新粉細工の製作者は一人で製作す
る場合であれば、1日で新粉細工を完成させることは困難である。また、関中地方、渭南
地区の新粉細工は共に練り粉を発酵される過程が必要である。更に、形崩れを防ぐため、
発酵させる練り粉は程よく硬めにする。
製作する技術について、双方の製作者とも練り粉を「混ぜる」、「捏ねる」、「捏ねた
物を混ぜる」、「切る」、「展ばす」、「付ける」、「着色する」、「蒸す」、「冷す」、
「組み合わせる」という作業を通して、新粉細工を製作する。
そして、合陽県と華県の新粉細工は共に、染色されたものが多い。但し、合陽県の新粉
細工は華県の新粉細工より色彩に富んでいる。
一方、合陽県と華県の新粉細工の製作における技術と順序には、製作者の個人的な習慣
の差異以外に、地方的な差異もある。
まず、合陽県出身の製作者は新粉細工を製作する際に、「小麦粉を練り粉にする」、「練
り粉を発酵させる」、「発酵した練り粉をかき混ぜる」、「各部分を製作すると同時に染
色する」、「各部分をもう一度発酵させる」、「蒸す」、「冷やす」、「組み合わせる」
という順序に従う。しかし、華県出身の製作者は新粉細工を製作する際には「小麦粉を練
り粉にする」、「練り粉を混ぜる或いは捏ね混ぜる」、「各部分を製作する」、「各部分
を発酵させる」、「蒸す」、「冷やす」、「染色する」、「組み合わせる」という順序に
従うのが一般的である。
2 つ目は、新粉細工を染色する方法における差異である。合陽県の製作者は新粉細工を
染色する時、普通は直接に粉状態の染料を練り粉に包み込んでから、練り粉自体に染色す
るという方法をとる一方、新粉細工の表麺に液体の染料で着色する方法もとる。華県の製
作者は新粉細工の表麺に着色する方法のみを使う人が殆どである。
その他、華県及び合陽県における代表的な新粉細工がある。筆者はそれぞれの代表的な
ものを実例としてさらに論述する。東府の伝統的な民間芸術に言及する際、必ず新粉細工
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を挙げなければならない。新粉細工については、華県の新粉細工・「谷卷」と合陽県の新
粉細工・「餛飩」が代表になると言われる。
ここでは、華県・瓜坡鎮の新粉細工製作者及び華県文化局の役人からの取材に基づき、
「谷卷」の特徴及び「谷卷」と「立老虎」関係などについて論述する。合陽県・甘井鎮で
は新粉細工の展覧会・「龍騰杯」が年に 1 回に行われている。「龍騰杯」は甘井鎮政府に
よる文化プロジェクトであり、民間と政府共に重視され、郷鎮企業がスポンサーとなり、
「龍騰杯」の開催を支えている。「龍騰杯」は 3 日間続き、甘井鎮各村の新粉細工製作者
に限らず、合陽県出身の人であれば、誰でも参加できる。開催する間、製作者は自らの作
品を「甘井鎮文化站」の所在地に持ってくれば、試合に参加できる上、文化站が設置した
製作現場で新粉細工を製作することもできる。最後に、合陽県政府が代理を立て、優勝し
た新粉細工の作品及び製作者の資料を共に渭南市及び西安市に渡し、非物質文化遺産の伝
承人の資格を申請する。
筆者は 2013 年春に甘井鎮の文化站で取材した「龍騰杯」に関わる調査の結果に基づき、
合陽県・和家庄鎮の新粉細工の製作者の説明、及び合陽県文化館研究員・中国民俗学会会
員の 5人かにインタビューした。その結果を参考にし、合陽県における新粉細工・「餛飩」
の特徴について論述する。
１ 華県における代表的な新粉細工・「谷卷」
「谷卷」とは虎の頭部、龍の体、魚の尾（或いは鳳凰の形の新粉細工を「谷卷」の尾に
する）の形にした各部分と様々な花、動物の形にした装飾を組み合わせた新粉細工である。
「谷卷」という新粉細工の組み合わせ要素がそれぞれの動物に似ているので、東府の村人
はそれをもう 1つの名前・「四不像」に名付け、意味は「谷卷」は実際にどんな種類の動
物にも似てないものである。
更に、五穀の中の「麦」は陝西省の最も産量の多い糧食である上、小麦粉で作られた練
り粉を切ったり、巻いたりされ、製作できた「谷卷」という呼び方はそれの原料と製作方
法からなるといわれる。
しかし、「谷卷」は村人にとって、奥深い意味を持っていると考えられる。
東府の村人は虎が人間、特に子供を守る神であると考えている。それ故、東府の新粉細
工で虎の形にしたものは多くあり、家族が健康で、生活が幸福で、子供が生き生き成長で
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きるようという願望を表すためである。そして、中国人は龍を中華民族のトーテムのよう
なものであり、権力とパワーの象徴であると思っているので、東府の村人は想像を逞しく
し、龍の形を新粉細工で表現する。
華県における龍の形の新粉細工では、製作者は龍の周りに瑞雲たなびく状態を表現する
ため、新粉細工に花や鳥等の装飾を挿すことが多い。その上、華県では龍の体躯は肥沃な
大地を象徴する言い伝えがある。したがって、村人は龍形の新粉細工に花と動物の形の装
飾をつけることを通して、田畑が肥沃になり、収穫が増えるという願望を表すといわれる。
「谷卷」の魚の尾の部分或いは鳳凰の部分は女性を象徴するといわれ、村人は新しい生命
への期待及び、人間が女性のように優しくなって欲しいという願いが含まれるという。
製作方法については、「谷卷」の組み合わせ要素が多いため、作り方も複雑になる。虎
の頭部の形にした頭の部分は「立老虎」の頭部と製作方法は同じである。それ故、華県の
「立老虎」は「谷卷」の変化したものといわれ、「谷卷」に属す。龍の躯体の形にした体
の部分は大きな練り粉の塊を細長くし、雲の形の飾りを付けたり挿したりし、花や動物の
形の装飾も挿し付ければ、より簡単に製作できる。尾の部分は普通 2つの形になるので、
表現形式も 2 種類となる。1 つは鳳凰の新粉細工そのものを「谷卷」の尾として飾る。1
つは魚の尾の形にした部分を「谷卷」の躯体に挿し付ける。
その他、新郎新婦を祝うために製作する「谷卷」を 2つの虎の頭部にする製作者もいる。
もし、そのような精美な「谷卷」が贈られたら、結婚式の当日は必ず新郎新婦の部屋に置
かれる。
写真 33「谷卷」
出所：華県・瓜坡鎮の新粉細工製作者の家（2012 年 筆者撮影）
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2 合陽県における代表的な新粉細工・「餛飩」
合陽県の「餛飩」の最も重要な特徴はその中に必ず胡桃か玉子が入っていることである。
「餛飩」の中に入っている胡桃や玉子は人から見える状態にし、正麺から半分しか入らな
い。製作する際、新粉細工の製作者は油、塩、胡麻、山椒などの調味料を練り粉の中に挟
み、「餛飩」を作る。「餛飩」は男性か女性を象徴し、人間の生命の象徴を表す。合陽県
において、結婚する際の儀礼、誕生する際の儀礼に「餛飩」は欠くことのできない存在で
ある。
合陽県では、「餛飩」はそれが果している役割により、様々な種類や形があり、呼び方
も様々である。しかし、厳格な規定がないため、村人による各種類の「餛飩」の呼び方が
ある。調査結果により、「餛飩」の種類を概括すれば、大体 2 種類になる。1 種類は花や
動物形の飾りが木の棒等に挿されていなく、「餛飩」自体に装飾を作ってあるより簡単な
「餛飩」（前文で言及した筆者が贈られた「餛飩」）であり、もう１種類は花や動物形の
飾りが挿してある「餛飩」である。後者はそれ故に、村人に「挿花餛飩」と呼ばれる場合
が多い。
「挿花餛飩」の中で、特別な一種類は「娃娃挿花」である。
新粉細工の全体的な造型をいえば、主に動物の形にしたものが多いが、「娃娃挿花」は
逆に主体が人間の形に造型され、花や動物の形の新粉細工が装飾になる。「娃娃挿花」は
その造型が特別であるが、用いられる場合は一年の中の各節句及び村人の通過儀礼である。
例えば、前文に論述した「娃娃挿花」のほか、祭祀の儀礼の中に使用される男の子があ
ぐらを組んで、ハスの花に座る状態になる「娃娃挿花」もある。それら以外に、村人に方
言で「娃女子」と呼ばれる「娃娃挿花」は更に特色がある。
「娃女子」は普通、成人の女性と成人の男性、及び子供に造型したものという 3 つの「娃
娃挿花」が 1組になり、目上の者から結婚しているが子供ができていない女性に贈る新粉
細工である。女性の造型にした「娃娃挿花」は胡桃やたまごの代わりに、正麺に魚の形に
した新粉細工を装飾として飾り、男性の造型にした「娃娃挿花」は鶏の形にした新粉細工
の装飾が飾ってある。目上の者が目下の者に対する祈りが含まれるといわれる。
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写真 34 「娃娃挿花」のポスター 写真 35 「娃女子」
出所：写真 34 甘井鎮・新粉細工の展覧会での撮影（2012 年 筆者撮影 ）
写真 35：http://www.folkw.cn/upFiles/2007-12/21-95152241771.jpg
第 2節 新粉細工製作者
新粉細工の製作者は主に農村部の女性である。農婦達にとって、畑仕事以外に、一般家
事をすることは通常のことである。家事以外に、農婦たちは余った時間を利用し、切り紙
細工、新粉細工のような民間芸術を創作した。一般に、新粉細工のような民間芸術の伝承
方法は特別に教えられるのではなく、村人や製作者は親戚、友人や他の農婦が製作する場
麺をみながら、自ら試みた結果である。本節では、筆者は新粉細工製作者の生活状況、収
入情況及び、新粉細工を製作し始める動機等を調べるため、華県・瓜坡鎮の新粉細工製作
者鄭氏、合陽県・和家庄鎮の新粉細工製作者 6 人及び合陽県・甘井鎮の製作者 3人を筆者
自身の調査に基づき、紹介する。
１ 華県の新粉細工製作者――鄭氏（女性・ 1946 年生まれ）
鄭氏は華県の瓜坡鎮出身の人であり、兄弟 3 人で、弟と妹がいる。鄭氏の祖母と母親は
新粉細工を製作することができる。鄭氏と妹は子供の頃から、祖母と母親の新粉細工製作
場麺を見て、興味を持つようになった。最初、鄭氏は行事の際に、祖母や母親の手伝いし
かできなかったが、成人した後、新粉細工を製作する技術が上達し、家事のほかに、新粉
39
細工を作るようになってきた。鄭氏の妹は、平日は畑仕事に集中し、新粉細工はそれほど
作っていない。
鄭氏は結婚した後、同じ鎮の村人が新粉細工が必要な時、常に製作の手伝いを無料で提
供していた。そして、1997 年から新粉細工の製作を販売する形式にし始めた。1998 年、
北京「798 芸術区」の招待をきっかけに、芸術区で新粉細工による個人的な展覧会を開い
た。同年に、台湾の東森テレビ局の人が華県を訪れ、伝統的な民俗文化について鄭引弟に
インタビューし、新粉細工の製作全過程を撮影した。しかし、鄭引弟は芸術区での個展及
びテレビ局の取材についての資料は残していない。
2011 年 6 月、鄭氏は渭南市非物質文化遺産伝承人という渭南市における文化プロジェ
クトに申請資料を提出した。2012 年 1 月、申請結果が合格と発表され、鄭氏は渭南市非
物質文化遺産伝承人として認められた。その後、同年の 6 月、鄭氏はまた西安市非物質文
化遺産伝承人の申請を西安市文化局に提出しているという。
鄭氏の夫は瓜坡鎮のある小学校で校長を務めていたが、現在は定年になり、家で畑仕事
をしている。鄭氏には息子が 2人、娘が 1人いる。長子は他の省に出稼ぎに行き、下の息
子は瓜坡鎮で建材に関する商売をしている。娘は結婚した後、夫と共に西安市に出稼ぎに
行き、現在は主に西安で生活を送り、春節や他の重要な節句にしか戻らない。鄭氏夫婦は
現在畑仕事の収入以外では、新粉細工を販売し、得る収入が家計の大部分を占めている。
鄭氏は新粉細工の製作から得た収入は固定的ではないし、記録もしていないため、はっ
きりと確認できない。毎年、年中行事の際には、新粉細工の注文が急に多くなり、最も儲
かる時は春節の前後の 2 ヶ月間に、7000 元ぐらいの収入があったという。それ以外に、
ゴールデンウィークや国慶節等、新暦（陽暦）による節句の際、結婚のために鎮に戻る人
が多いため、新粉細工を製作し、得る収入も急速に増加する。その他、2011 年には、鄭
氏は陝西省陝北地方の人に招待され、陝北地方へ 3 回往復し、新粉細工の製作技術を教授
し、収入は各回 6400 元であった（交通費を含む）。
しかし、2011 年の年末から 2012 年の年始にかけて、鄭氏は病気になり、新粉細工の製
作を一時停止し、休養していた。2012 年の 2 月から、鄭氏は新粉細工の注文を受けるよ
うになったが、仕事量は大分減少し、朝の 10 時から午後の 6 時までの間にしか製作しな
いようになった。鄭氏の妹は時間に余裕のある時に、鄭氏の家で新粉細工の製作を手伝っ
てくれるようになった。
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２ 合陽県・和家庄鎮の新粉細工製作者
第一章・第三節の表１で示したように、筆者は合陽県・和家庄鎮で新粉細工の製作者及
び村人計 6人にインタビューした。
WHY（女性・1949 年生まれ）は和家庄鎮出身の製作者である。最初、WHY の生活の中心
は家事及び畑仕事であったが、親戚と友人が新粉細工を必要とする際、WHY はいつも無料
で新粉細工の製作を手伝う。それに、WHY の姪は西安で生活をしている。2001 年、WHY の
姪は同僚の頼みを聞き、WHY に新粉細工の製作を依頼した。それがきっかけになり、WHY
は西安からの新粉細工の注文を受けるようになった。同時に、和家庄鎮において、WHY が
新粉細工の注文を受けているということは村人に知られ、段々村人も WHY に新粉細工の製
作を依頼するようになってきた。現在、西安市において、新粉細工の製作者である WHY
のことは広く知られ、会社の開業や新粉細工の展覧会のため、WHY を尋ねる人も多くなっ
てきた。WHY の収入構成は畑仕事の収入及び新粉細工の製作費二つの部分からなる。
WZX（女性・ 1963 年生まれ）と ZBX（女性・ 1963 年生まれ）は親戚と親友の手伝いを
すること以外に、普段は新粉細工を大量には製作していない。WZX と Z 氏は二人とも子供
の頃に、祖母の新粉細工製作を見習った。WZX は新粉細工の製作は時間がかかりすぎると
いう理由で、新粉細工の製作を仕事としてはしたくないのである。Z 氏は目に病気があり、
家族に新粉細工の製作のような長時間労働は制限されている。年中行事の際、WZX と周氏
は近所の村人に新粉細工の手伝いをしたり、親戚のために新粉細工を製作したりするが、
相手はお金を払おうとしても、WZX と Z 氏は受け取らない。
WQH（女性・1957 年生まれ）は興味本意で母親から、新粉細工の製作の技術を習ってい
た。WQH は若い頃よく新粉細工を製作していたが、結婚後は家事に集中していた。現在、
WQH は普段、新粉細工を製作しないが、息子が出稼ぎに行ったため、子供への心配はなく
なり、これからは機会があれば、暇を利用し、新粉細工の製作を通して収入を得たいと考
えている。
WWL（女性・ 1939 年生まれ）は 2007 年まで、同郷の村人の新粉細工の注文を受けてい
た。その頃は新粉細工の種類及び注文で得た収入は個人収入の 8 割を占めていたと W氏が
語った。しかし、WWL は 68 歳の時、病弱になり、新粉細工の注文も受けられなくなって
きた。現在、WWL は殆ど製作せず、娘と協力して畑仕事をしている。また、娘は WWL の看
病を行っている。
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3 合陽県・甘井鎮の新粉細工製作者
新粉細工の製作者楊氏（女性・ 1952 年生まれ）は家庭が貧困であったため、子供の頃
は学校に通うことはできなかった。しかし、楊氏は民間芸術に興味深く、若い頃村の文芸
宣伝隊に所属し、地方劇の出演に参加することがあった。楊氏の母親は村の中では、労働
が全般できる女性として有名である。楊氏は子供の頃から、母親に新粉細工の製作を習っ
ていた。結婚後、家族の人数が多いため、楊氏は自ら新粉細工を作るようになった。最終
的に、楊氏は合陽県内でも有名になった。
1991 年 9 月、楊氏は西安市政府に招待され、「西安古文化芸術節」というイベントで
新粉細工を現場において製作した。そのイベントがきっかけとなり、楊氏は 1994 年に、
北京で中国文化組織部が主催した伝統的な民芸に関する展覧会に招待され、当時の作品は
「中国民間芸術一絶」という名誉が与えられた。そして、2002 年 4 月、楊氏は合陽県で
行われた「民間工芸大会」で、猫の形に造型した新粉細工・「餛飩」で最優秀賞を受けた。
2006 年、楊氏は北京の人民大会堂で行われた全国的な民間芸術討論会議にも出席し、新
粉細工の作品を展示した上、優秀賞を受けた。
楊氏の子供は娘一人と息子一人がいる。楊氏は新粉細工の注文が多いため、娘に新粉細
工を製作する手伝いをさせた。娘は楊氏の健康を心配する上、自らは新粉細工の製作にも
興味を持つようになり、2009 年から、独自で新粉細工の製作を始めた。
現在、新粉細工の製作費は個人収入の 9 割を占めていると楊氏が言う。楊氏は子供 2
人を自らの技術を継承させるため、2010 年に息子にも新粉細工の製作を見習わせた。し
かし、最初に、興味を示さず、半年しか続かなかった。その後、母親と妹が新粉細工を製
作している情況を見習ううち、再び興味を持つようになり、2011 年から数少ない男性の
新粉細工の製作者になるため努力をしている。
新粉細工の製作者の情況をみれば、新粉細工の伝承について、いくつかのことが分かる。
この問題について、筆者は第 6 章で論述していく。
42
第４章 渭南市における新粉細工の種類と用途
中国では長期の農耕文化の影響で、天地神人の儀礼関係が形成され、豊富多彩な民俗事
項が形成された。苦労をいとわず、勤労に励む農民たちは代々その地で農作業をやり続け、
気候が順調であり、子孫繁栄であることは彼らが一番望んでいることであった。したがっ
て、男性達が農耕をしているうち、家で料理をしたり、掃除をしたり、子供の麺倒をみた
りする女性達は自分の知恵を絞りあい、その願いを食べ物に託して、作る工夫をした。彼
女達は中国北地方の家庭の食卓に最も現れる麺を利用し、蒸す、煮る、焼く、炒める、揚
げるなどの作り方を通し、多種多様な麺類食品を作り出した。同時に、それぞれの食べ方
も麺類食品の種類に応じて生みだされた。生活状況が良くなるにつれて、農村部の女性達
は麺類食品に特別な意味を付加した。農耕社会の中での新粉細工は農耕生産、民俗信仰、
年中行事と関わり、皆が幸せで、家庭が円満であるようにという願望が含まれる。食糧が
十分になった情況に伴い、新粉細工も親戚、親友への愛情を表す贈り物となってきた。
では、歴史上に新粉細工はどんな場合で使われるか、食べ物の種類が数え切れないほど
ある今日では、新粉細工はどんな情況下で存在しているのか、新粉細工は民俗信仰、年中
行事のなかでどんな役目を果しているのか、また媒介物である新粉細工は人間関係をどの
ように繋げるのか等について、検討する必要がある。
本章では、実際にフィールドワークを行った調査地の新粉細工に関わるものに加えて、
聞き取り調査で収集できた関中地方、陝北地方における新粉細工の実態も参考として、そ
れぞれの情況に基づき、陝西省の渭南地区（即ち東府）の新粉細工の種類と用途について
述べる。
筆者は新粉細工が人の生活の中で果している役目に基づき、前章で述べたように、新粉
細工の種類を基本的に「祭品麺花」と「礼品麺花」に分類した。「祭品麺花」は祭礼に供
える新粉細工のことを指し、人間の自然や先祖に対する民俗信仰の表現である。特に、年
中行事の際、建築工事の過程に使われる。一方、「礼品麺花」、即ち「礼饃」は贈り物と
する新粉細工である。民間では、節句を迎える際と日常の付き合いの時によく新粉細工を
贈りあい、特に人が生まれる時、結婚する時、誕生日を祝賀する時や葬式をあげる時に新
粉細工が用いられる。
しかし、自然、先祖、年長者に対する感情を表すために使われる新粉細工は同時に贈り
物とする機能も合わせ持つ場合が多いので、以下の内容は主に新粉細工と年中行事及び通
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過儀礼の関係に分けて論述したい。その他、新粉細工は伝統儀式の中に用いられることが
あり、本章の最後には、その種類の新粉細工を論述する。
第１節 年中行事と新粉細工
調査地華県と合陽県の村人によると、彼らの記憶に、昔の黄土高原の田舎では「農業暦」
（旧暦、陰暦）しか使わなかったが、1949 年から「新暦」（陽暦）が使われるようにな
った。しかし、農耕作業の進行はやはり農耕暦により支配されている。そのため、年始か
ら年末にかけて、一年中の節句の際に、新粉細工の姿は黄土高原の農村部では必ず見られ
る。以下は筆者が 2011年春から 2014年夏に、渭南地区でインタビューした新粉細工の製
作者たちの話をまとめたものである。
（１）春を迎える
渭南地区の地方民俗学者史氏の話（2012 年 3 月）によると、農村部では、旧年を送り
新年を迎えるのは毎年の 12 月（旧暦・蠟月）から始まるといわれる。各県、村の情況が
異なるが、大体 12 月の上旬ごろに、「集会」14に出る露店や行商人が急に多くなり、年
越し用品を買う人達、若しくは美味しく安い一品料理を食べる人達が周辺の村から集まっ
てくる。遠い所に住んでいる人は普通、自転車やバイクで「集会」に集まるが、農業用ハ
ンドトラクターやマイカーに乗ってくる人もいる。当日に露店をだす商売人は夜が明けな
いうち市に行き、夜になってから品物を片付ける。新粉細工を作る製作者もその中の一員
である。
そもそも「年」という呼び方は商の時代まではなかった言い方であり、周代になると「年」
の呼び方が使用されるようになった。「年」の意味は豊作を祝う好日である。年の瀬にな
ると、人は各種類の農作物を用い、飾り物を作るという方式で良い一年を過ごした、また
良い一年を迎える気持ちを伝える。渭南地区の農村部において、新粉細工は欠くことので
きない一品である。
同じ民俗学者によると、12 月 23 日を過ぎる頃から大晦日の日まで、華県、合陽県の各
戸の人々は部屋の掃除、洗濯、食べ物の材料の用意等、年越しの支度に忙しくなる。1 つ
14 「集会」：農村部では、道で定期的に行われる市である。
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の家族は一般的に 3組に分けて新粉細工を作る。1組は先祖、神霊に供えるための新粉細
工であり、1 組は自分の家族が食べる新粉細工であり、もう 1 組は親戚回りや友達に贈る
ものである。それぞれの新粉細工は形が違うのである。
（2）農村部の春節
古代から、先祖を祭り、豊年を祈ることは春節の目的である。その際、各々の家庭は丹
念に作り上げた特別な新粉細工を神に捧げる。春節の間、孫達は新粉細工を持ち、年長者
に挨拶に伺い、また娘は必ず自分で作った新粉細工を持ち、里帰りに来る。子供達は祖母
が自分のために作る新粉細工を楽しみにしている。普段、忙しい村人は存分に家族の温か
さを楽しめ、家族に対し、春節は幸せで円満であることを味わえる時である（鄭氏の家で
の鄭氏談 2011 年 3 月、2013 年 3 月）。
①大晦日・元旦と親戚回り
華県の製作者の話では、厳格な決まりではないが、渭南地区の農村部は大晦日の 24 時
直前から、爆竹を鳴らしたりし始める習慣がある。夜になり、年越しの食事が用意できた
ら、まずは主菜と「白饃15」及び新粉細工を神棚の前に置き、家族全員は線香と蝋燭を捧
げ、祝杯を挙げ、祖先及び神霊に額ずく。農村部では子 1 人の家族は少ないので、両親が
兄弟の中の 1 つの家族と一緒に生活しているのであれば、除夜の晩餐はその人の家で行う
のが一般的である。もし、その大家族の両親が亡くなった場合であれば、一番年上の兄が
年越しの食事をご馳走することになる。年越し料理を食卓に全部載せた後、老幼・男女別
で全員がそろい、年越しの食事が始まる。この食事は翌日の新年の初日まで続けられる。
食事の途中であった場合でも、零時になった際、新しい一年を迎えるため、一家の主人或
いは長男、一番上の孫が爆竹に点火する。全部の爆竹を鳴らし終わえれば、また食事を続
けたり、テレビ番組を見たり、麻雀やトランプ等のゲームをしたりする。
正月 1 日、家族全員は早く起き、天地神人と祖先を祭った後、目下の者が目上の者に額
ずき、新年を祝賀する。一方、家族の女性達は朝から神棚の前で、改めて新粉細工の手配
15白饃：実はマントーを指し、小麦粉で作った味のつけてない（餡の入っていない）饅頭である。
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をする。この時に使われる新粉細工は「棗山花饃」であり、関中地方では春節にしか作ら
ない。
写真 37 蒸されていない状態の「棗山花饃」
出所：百度図片
写真 38 蒸されていない「棗山花饃」のパーツ
出所：瓜坡鎮での撮影（2013 年 3 月 筆者撮影）
上の写真 37 のように、「棗山花饃」は全体的に山のような形となり、幾つかの雲形の
部分に組み合わせられ、部分ごとに棗が挟まれる。原料の小麦粉は農作物を代表し、棗は
果樹を代表する。中国語では「棗」の発音は「早」と発音が同じであるので、村人は来年
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が五穀豊穣で、糧食が山ほどあるような良いこと及び幸運が早めにくることを祈る。それ
に、民間では「雲は山から浮かんでくる、雨は雲からなる」という言い方があり、「棗山
花饃」は村人が山に対する敬意を表すといわれる。写真 38 は製作者が「棗山花饃」を製
作する際に、筆者が撮った蒸されていないパーツになるものである。
2012年春に合陽県の製作者王氏6人と 2013年春に華県の鄭氏へのインタビューをまと
め、以下に内容を明らかにした。
合陽県と華県において、一家に大きな「棗山花饃」は 1 つしか作らないが、小さいもの
は幾つか作る。大きな「棗山花饃」は先祖と神霊への供え物であり、小さな「棗山花饃」
は新年祝いに来る子供たちに与えられる。その大きな「棗山花饃」は正月 23 日に、家族
全員で分けて食べるのが一般的である。
1 日には、嫁いだ娘は実家に帰らず、主人の家族と過ごすが、2 日から、村人は親戚回
りをし始める。その際、娘は必ず新粉細工を持参し、実家に帰る。新婚 1 年目の娘が実家
に帰る時、実家の母親は「棗山花饃」を娘夫婦に贈らなければならない。翌年、もし娘が
子供を産んだら、実家の母親はその年から孫が 12 歳になるまで、孫に「棗山花饃」を贈
り続け、娘には贈らなくなる。
華県あたりの村人は親戚回りをする時、少なくとも 5つの新粉細工「包子」を持って出
かける。もし、その家の主人側がご馳走をする場合であれば、客側の人は「包子」を 2
つ贈り、主人側の人は 2 つの「包子」を全部もらう。主人側はご馳走をしない場合であれ
ば、客側の人は「包子」を 2つ贈っても、主人側の人は 1つしか貰わないしきたりがある。
また、主人側の人が客側の人より目上の者であれば、客側の人は 2 つの「包子」を全部受
け取って貰えるように勧める。返礼として、主人側は「棗山花饃」を 1 つ贈るのが一般的
である。一方、目上の者が目下の者の家を訪れるなら、手土産とする新粉細工は複雑な手
厚い贈り物でなくてもよいのである。
但し、村ごとにおいて情況が異なり、全く古いしきたりに従うところもある。例えば、
調査地である瓜坡鎮の村では、娘が実家の母親の家を訪ねる時、「包子」の新粉細工を 2
つ又は 2 つ以上を贈る。その時、実家の母親は遠慮なく受け取る。娘が母方の兄弟や姉妹
の家を訪ねる時は「包子」の新粉細工を贈っても、その兄弟や姉妹は受け取ることなく、
より簡単な新粉細工しか受け取らない。一方、母親は姑と一緒に住んでいる娘を見舞う時
には、娘の夫の家族にも「包子」の新粉細工を贈る。しかし、その「包子」は最終的に相
手の家族に受け取られなく、そのまま返礼として返される。もし、娘の母親がどうしても
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「包子」を贈りたいというなら、夫の家族側も喜んで「包子」を貰う。その理由は、厚い
敬意と愛情が含まれている「包子」を受け取らないなら、相手の家族に悪いイメージを持
たれてしまうのである。
他に、合陽県と華県の 2 箇所では、「包子」のほか、新粉細工「餛飩」を贈る習慣もあ
り、特に、合陽県あたりの「餛飩」は全国的にも有名である。史氏の話によると、「餛飩」
は家族の年長の女性（祖母、母親）が特に娘、息子達と孫達のために作る新粉細工である。
通常、「餛飩」は娘、息子達と孫達に 1人ずつ贈るが、合陽県のしきたりでは、孫達に特
別な丸く小さい「餛飩」も同時に贈る。その小さな「餛飩」はまた、「添歳餛飩」と呼ば
れる。意味は年を越したら、孫の歳が 1 個増え、来年も健康で、元気に成長できるように
と祈るのである（2012 年春）。
現在では、「包子」と「餛飩」は年越し限定の贈り物ではなく、通常の生活の中に、年
長の女性が年下の者によく贈るプレゼントとなってきた。例えば、村人は親戚回りをする
際、親友の家を訪問をする際、或いは初対麺の人にプレゼントを贈る場合等では、年長の
女性がすぐに食用のできる着色にされていない「包子」或いは「餛飩」を持っていくこと
が多い。
しかし、今日一家の若者は殆ど都市部に進学や出稼ぎに行くことになる。その場合、ま
た 2 つの情況が生じる。1つは、若者が遠いところに行き、普段は家族の年長の女性に会
えない場合である。その際、若者が春節の間に帰省するので、年長の女性は「包子」と「餛
飩」を贈る。もう 1 つは若者が近い都市部に出稼ぎに行く場合である。もし、同郷の知り
合いが何人かで同じ都市に生活をしている場合、その中の誰かが帰省する際に、同じ郷の
人物の年長の女性（その家の祖母、母親、叔母か）に頼まれ、都市に戻る時のついでに同
郷の人のために作られた「包子」と「餛飩」を持っていくことが多い。その謝礼として、
同じ郷の人物の年長の女性から「包子」か「餛飩」を贈られることも少なくない。
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写真 39
筆者が和家庄鎮の新粉細工の製作者と初めて会った時に贈られた「包子」と「餛飩」
写真 40
出所：2013 年筆者の家・筆者撮影
②正月五日からの「追節」
村人は正月 5日までに、親戚回りを終わらせる。この日から、年長者が目下の者に新粉
細工を贈り始め、渭南地区の民間の言い方では「追節」と呼ばれる。「追節」の間に贈ら
れる新粉細工は主に小型のもので、形状上の変化も多い。子供達には筆者が 2013 年春に
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合陽県甘井鎮で撮った以下の写真（41 と 42）のような十二支による生まれ年を代表する
動物の形にした新粉細工がよく贈られる。
写真 41
写真 42
出所：合陽県甘井鎮の新粉細工の展覧会（2013 年 筆者撮影）
華県文化局の李氏と製作者の鄭氏の話によると、調査地の華県において、正月 12 日は
「鼠の嫁入りの日」という言い方がある。その日の前日の午後から、村人は全ての部屋を
掃除しなければ、新しい年に、部屋や畑に鼠がでてくるといわれる。したがって、華県に
は「鼠の嫁入り」を表現する新粉細工が多い。
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③正月 15 日・元宵節
正月 15 日の元宵節は上元節とも呼ばれ、その日は天神が福を人間に賜る日といわれる。
元宵節前後に、祭りのとき余興をするので、村の道は非常に賑やかになる。元宵節の当日
の朝、村の各戸は爆竹を鳴らし、神棚の前に線香をあげる。その後、朝御飯は「元宵16」
を食べる。元宵節の翌日、主婦達は神棚をきれいに片付け、供え物の果物やお菓子を子供
達にあげ、食べさせる。また、「棗山花饃」の置く場所が変えられ、正月 23 日に分けて
食べるために、乾燥しているところに置く。
渭南地区では、元宵節に母親が、嫁に行って妊娠していない娘に「雲雲饃」を贈る習慣
がある。その「雲雲饃」は鎮や村によって、呼び方が異なる。新粉細工の製作者鄭氏と王
氏たちの話のもとに、華県・瓜坡鎮の村人は「雲雲饃」を「娃娃饃」とも呼ぶが、合陽県
の村人は「雲雲饃」を「茧茧饃」と呼ぶ場合が多い。
「雲雲饃」はサイズが小さく、造型が多種多様になるが、主に動物の形である。母親は
「雲雲饃」を娘に贈る時、「子孫繁栄となるように」等縁起のよい話をしながら、形が全
部異なる新粉細工を百個ほど贈り出す。その 100 個の新粉細工には親が娘に対し、早く子
ができるようという願望を込める。そして、娘は「雲雲饃」を食べたら、すぐに妊娠する
ことができるという言い方も広く伝わっている。
また、元宵節前後の夜は子供達が、最も楽しみにする時である。14、15、16 日の 3 日
間の夜になると、子供達は提灯を持って外へ遊びに行く。提灯は大抵、虎、兎、サル等か
わいいキャラクターに作られ、底には下げ飾りとする小さな魚形の新粉細工が掛けられる。
子供達は家に帰る時、先ずは自分の提灯に掛けている新粉細工を食べてから帰るのである。
④正月 23 日・「咬虫」・「咬干干」
渭南地区の各地では、正月 23 日を「咬虫」・「咬干干」の日と呼ぶ。当日に、村人は
正月 1日に神棚に置いていた「棗山花饃」をもう一度かまどで焼き、家族全員に分けて食
べる。
筆者と話をした合陽県と華県の村人は、「棗山花饃」を食べると厄払いの効果があると
いい、一年中無病で長生きすることができると語った。特に、華県・瓜坡鎮の村民は「棗
16元宵：サンザシ、ごま、胡桃等を餡として作られた団子である。
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山花饃」の雲紋様を蛇紋様と考え、蛇が小さい龍からなった動物という説を踏まえ、「棗
山花饃」を食べると、龍の骨と龍の精神を身に付けられるようになり、人は生き生きし、
田畑の収穫もよくなるという。
（３）暖かくなる春
①2 月 2 日・「龍抬頭」
2 月上旬の気候は村人にとって、とても重要であり、気候の情況は一年の農作物の収穫
情況を決める。二日は「春龍節」であり、村人はその日を「龍抬頭」の日と呼ぶ。龍が目
を覚まし、頭をあげた日という意味である。その日から春が始まり、村人は耕作で忙しく
なり、害虫もその頃から卵から孵るといわれる。したがって、その際、害虫の形をした新
粉細工を食べれば、夏になると農作物が害虫に食われることはなく、収穫も良くなるとい
う言い伝えがある。例えば、合陽県・和家庄鎮の農婦は「龍抬頭」の日に、亀形の新粉細
工を作ることが多く、それを通じて、家の糧食がいっぱいになる希望を表す。
陝西省において、「春龍節」に関わる習慣は大同小異であるが、華県・瓜坡鎮の習慣は
特別面白い（鄭氏談 2011 年春）。瓜坡鎮の母親達は春龍節の前日に、赤、緑、青、黒、
黄色からなる 5色の糸をブレスレットに編んでから、中庭の井戸のそばに一晩置き、翌日
の朝に子供につけさせる。或いは、子供の性別に応じて、男の子か女の子かの形の「餛飩」
を作る。その場合、母親達は「餛飩」に幾つかの穴を開け、5 色のブレスレットに通して
から、子供に付けさせる。母親は子供の形の「餛飩」の歯のような部分を強調するため、
その部分を大きく作る。それは子供が健康に成長していく象徴であるといわれる。子供達
は 2 日の夜まで待たないと、「餛飩」を食べてはいけない。
②清明節
清明節は春分から 15 日目にあたる中国の先祖祭であり、清明節の前、渭南地区各戸の
農婦達は虎形の新粉細工を作る。食用と墓参りのために使用される新粉細工を用途により、
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部屋の別々の場所に置く。渭南地区の民間では、特別な虎文化17が有名で、その歴史は悠
久であり、虎形の新粉細工も種類が豊富である。中でも、華県の虎形の新粉細工はその代
表である。
例えば、食用の虎形の新粉細工には男性のために作る「立老虎」（立っている状態の虎）
と「跑老虎」（走っている状態の虎）があり、女性のために作る「蹲老虎」（しゃがんで
いる虎）と「卧老虎」（腹ばいになっている虎）がある。村人は虎形の新粉細工を通じて、
家族の男性達が全員勇敢で強いことを示し、家族の女性達が全員優しく大人しいことを示
す。その他、親戚の子供と親しい人の子供に、普通のサイズより少し小さめの虎形の新粉
細工を贈る。
民俗学者の史氏は「合陽県では、清明節の間に未成年の男性に新粉細工「燕燕饃」を贈
る習慣がある。「燕燕饃」とは丸い「白饃」の上に、燕模様の小型新粉細工を 2つつけ、
その傍に 4つの玉子のような新粉細工が装飾されるものである。」と語った。未成年の男
性が「燕燕饃」を食べたら、早く結婚することができ、独立ができるようになるといわれ
る。
清明節の日に、家族全員で先祖の墓参りに出かける。墓参りの時、男性が墓参り用の虎
形の新粉細工と他の形の新粉細工を墓の前に置いてから、先祖の墓前に額を土につけて拝
礼をする。同時に供え物として、季節の食べ物も捧げる。その後、子供達は虎形の新粉細
工、或いは「燕燕饃」を墓から地勢の低い所に転がす。新粉細工が最後に転んだ方向や距
離の情況によって、今年の収穫の結果や大家族の運勢を占う。また、子供達が新粉細工を
転がし、遠くに行けば行くほど、その子供達はより一層成長するといわれている。墓参り
が終わったら、家族全員は供え物を分けて食べる。そして、全部の供え物を食べ切られな
くても、家に持ち帰ることはしない。
17 虎文化：中華民族の人々は龍を自民族のトーテムと考えられるが、特に陝西省の渭南地区の人々は虎
をトーテムとして崇拝する。
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写真 43 男の子に贈るための小さい「跑老虎」
出所：華県・瓜坡鎮の新粉細工の製作者の家（2011 年 筆者撮影）
写真 44 華県の女性に贈る「卧老虎」
出所：http://tupian.baike.com/a4_62_01_01000000000000119090196245862_jpg.html 2006．08
（４）真夏が来る――5 月 5 日・端午節
清明節が過ぎ、盛夏にかけての間は農繁期であり、村人が一番繁忙になる時期である。
農民達は文句を言わず、麦の耕作を楽しむ。端午節は端陽節・重五とも呼ばれ、中国の伝
統的な節句である。端午節前後から気温が上昇し、田畑は害虫による被害の規模が大きく
なり、部屋の中にも害虫が現れる。そのため、陝西省の人は家の門にヨモギをつける習慣
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を持つようになり、子供達は母親や祖母が作るヨモギの香袋を首に掛けるしきたりも伝わ
る。ヨモギは中国語で「艾草」（エイ・ツォ）といい、発音は「愛」と同じになり、母親
や祖母の子供に対する愛情が全てその香袋に含まれていると言われる。それに、ヨモギは
蝿や蚊等の害虫を駆除する効果がある上に、災厄を祓う役割も果すと言われている。
史氏の話によると、陝西省東府の農村では、端午節を「女児節」（娘のための節句）と
呼ぶところがある。それらの村では、麦を収穫する直前に、嫁入りした娘が実家に戻り、
麦が収穫された後、実家の母親が娘の婚家を訪ねる伝統的なしきたりがある。
華県と合陽県出身の娘が実家に戻る時は、簡易的な新粉細工「餛飩」を持って行き、つ
いでにお菓子やお茶等のプレゼントも贈る。逆に、実家の母親が娘の婚家を訪れる時に贈
る新粉細工は、より精巧で、材料も必ず新しく収穫した麦を使う。
華県の母親は娘に「麻花18」、「油糕19」のほか、新粉細工「艾饃」（或いは「艾艾饃」
と呼ばれる）を贈る。実は、「艾饃」は前文に論述した元宵節の際に、母親が娘に贈る「娃
娃饃」とは大きな差異がなく、同じく動物形の小型新粉細工であるが、端午節の際に作ら
れる「艾饃」は主に「五毒」の動物の形をした新粉細工である。「五毒」とは村人が五つ
の最も毒の強い動物（蛇、ムカデ、サソリ、クモ、ヒキガエル）を指し、害虫全体を意味
する言い方である。そして、娘夫婦は五毒形の「艾饃」を食べれば、邪気が退けられ、円
満な生活が送られるようになると言われている。今日、華県の人は必ずしも五毒形の「艾
饃」を作らなくなり、代わりに蝙蝠やヤモリ形の「艾饃」を作ることが多くなってきた。
18麻花：小麦粉を捏ねて長さ二十センチメートルほどの縄状により合わせたものをかりん糖のように油
で揚げた食品である。
19油糕：砂糖を餡とし、油で揚げた食品である。
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写真 45 蝙蝠形の「艾饃」
出所：華県・瓜坡鎮の新粉細工の製作者の家（2013 年 筆者撮影）
写真 46 ヤモリ形の「艾饃」
出所：華県・瓜坡鎮の新粉細工の製作者の家（2013 年 筆者撮影）
合陽県のしきたりは華県のより、母親が手数をかける場合が多いと筆者自身は考える。
例えば、娘が嫁に行き、初めて夫の家族と一緒に端午節を祝う場合では、母親は新粉細工
「娃娃挿花」等の「挿花餛飩」を贈るほか、「艾饃」とちまき 60～100 個を贈る。
華県・瓜坡鎮及び合陽県・和家庄鎮、甘井鎮の村人は「艾饃」という言葉を漢字で書く
場合、「艾饃」より「愛饃」のほうを多く使う。この 2 つの言葉の発音と指しているもの
は全く同じであるが、村人にとって、「愛饃」という書き方は親から子供に対する愛情、
期待及び祝福を直接に表せるという。
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写真 47 「娃娃挿花」・「挿花餛飩」
出所：筆者が合陽県甘井鎮の新粉細工の展覧会で撮った写真（2013 年春 筆者撮影）
（５）黄金色の秋
①七夕節
中国の伝統的な神話で、7 月 7日の夜は「牛郎」（牽牛星）と「織女」（織女星）が年
に一度に相会する祭である。民間の言い方では、人々が「牛郎」と「織女」の間のロマン
スに感動を受け、それを祝うため、7 月 7 日の日を七夕祭りの日にしたのである。また、
中国人は七夕節を「乞巧節」とも呼ぶ。その理由は、女性達が「織女」のように、手芸や
裁縫に上達したいという願いを込めているのである。
陝西省の農村部に広く伝わってきたもう 1つの説は、「織女」は子授けの神であり、七
夕節は神が人間に子供を授ける節になると考えられ、七夕節を「送子節」という地方もあ
る。したがって、陝西省の農村部では、「織女」に新粉細工を供える風習がある。但し、
地方によって、その風習は異なる。例えば、調査地である華県・瓜坡鎮では七夕節のため
に新粉細工を作る行事はないが、合陽県の各地方では七夕節を祭る行事は少なくない（鄭
氏談 2011 年春）。
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合陽県の農婦達は七夕節の前日から、新粉細工を作ったり、祭りの手伝いをしたりする
ため、忙しくなる。7 日の当日に、農婦達は必ず部屋から出て、「織女」を祭る祠（娘娘
廟）に行き、子供ができるように願う人と「織女」にかけた願いがかなえられた人が、新
粉細工「挿花餛飩」を「織女」に捧げる。更に、教養のある農婦は自分が想像した仙女姿
の「挿花餛飩」を作る人も大勢いる。
その他、製作者の話により、合陽県の和家庄鎮と甘井鎮の村では、昔の人は牽牛星と織
女星と共に、28 宿20を自然及び未知の世界を代表するものと考えていた。その中に、はじ
めとする星は 28 宿の北斗星である。中国の古い伝説では、北斗星の第 1 星から第 4 星ま
での星「魁星」は神である。「魁星」は人間の文運をつかさどり、もし人が「魁星」を祭
るのであれば、試験に受かることができ、さらに役人としての運勢もよくなるといわれる。
したがって、和家庄鎮と甘井鎮の村人は、自然への好奇心と崇拝の気持ちを強く述べ表し
たい、また、役人の出世運も開運したいという理由で、七夕節の際に「織女」と「魁星」
両方とも祭る。そのため、村人は形が異なる 7種類の新粉細工を組み合わせて供える場合
もある。この 7 種類の新粉細工は役割が違うと考えられ、「織女」に供えるものは針、糸、
指ぬき及びざる形の新粉細工であり、「魁星」に供える新粉細工は筆、墨、紙、硯である
文房四宝の形となる。
②8 月 15 日・中秋節
中国では、中秋節は端午節と春節と共に 3つの大きな節句といわれ、ある地方ではこの
3つの節句を「三大節」と呼ぶ。中秋節の夜、中国人は中庭に兎人形や新粉細工「月餅」
等を供え、月を拝する風習があった。しかし、人の生活のスタイルが段々変容していく現
在において、庭で月を拝することはなくなり、自ら兎人形や「月餅」を制作する人も少な
くなった。
民間の説によると、中秋節の夜に満月を拝む風習の発祥地は漢時代の陝西省の長安であ
る。花の形の新粉細工を食べ始め、さらに民間に普及するようになったのは唐宋時代のこ
とで、最初の「月餅」の新粉細工は陝西省で制作されたのではないかと考えられる。した
がって、中秋節の際に、陝西省の農村部に「月餅」を含む様々な新粉細工を作る習慣が広
20二十八宿：古代の中国では「星官・天官」といった天球における天の赤道を、28のエリアに不均等分
割した星座である。
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く存在している現象も理解することができる。
2011 年に文化局の李氏の話により、渭南地区の華県あたりの習慣では、農婦達が中秋
節の前から新粉細工「圓糕」を作る。この場合の「圓糕」は主に虎の形にしたものであり、
サイズは誕生日を祝賀するための「圓糕」より小さい。華県の村人は虎形の「圓糕」に、
たまご、棗、胡桃を入れ、円満で甘い愛情に溢れた生活が送れるよう祈る。
2013 年に史氏の話により、合陽県の習慣は大体華県の習慣と同じであるが、新粉細工
「圓糕」の種類はより一層多様になる。合陽県の虎形の「圓糕」は、中に棗と胡桃のほか、
あんこや砂糖、塩コショウ等の調味料や香辛料が入っているものも多い。「圓糕」の形も
虎だけではなく、兎、鴨等の形にしたものもある。
合陽県の村人は中秋節の際に新粉細工「糖包子」と「月餅」も作る。両方とも作り方が
簡単で、「簡易的な新粉細工」といわれる。「糖包子」は中に砂糖が入っており、即ち砂
糖入りの「包子」である。「月餅」の中身は単なるあんこしか使わないものと、あんこの
ほか、胡麻・向日葵の種、落花生等を潰してから、一緒に混ぜ合わせるものがある。皮の
部分は小麦粉、砂糖、油及び調味料を混ぜ合わせてから作られる。村人はできあがった「月
餅」の皮によく花の図案や「福」、「吉」等の文字が焼きつけられ、家族と親友に対する
祝福を表すのである。
概観をすれば、現在、渭南地区の農村部のしきたりは次のようになると筆者は考える。
中秋節の朝に「糖包子」と「月餅」を先祖に供える。昼頃、嫁いだ娘は実家に戻り、先祖
を拝んだ後、実家の家族と一緒に御飯を食べる。親戚と親友の間でも「糖包子」と「月餅」
を贈り合う。夜になると、家族全員が揃い、御飯を食べながら、テレビ番組を見たり、世
間話をしたりする。まだ結婚をしていない娘がいる場合であれば、娘が恋愛相手の家族と
一緒に中秋節の晩御飯を食べることが一般的である。
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写真 48 虎形の「圓糕」
出所：合陽県甘井鎮の新粉細工の展覧会（2013 年 筆者撮影）
写真 19 虎形の「圓糕」の一部分、「中秋」の文字が飾ってある
出所：合陽県甘井鎮の新粉細工の展覧会（2013 年 筆者撮影）
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③9 月 9 日・重陽節
写真 50
製作者が以前の新粉細工の競技会に出した重陽節の際に使われる鶏形の「糕」
出所：合陽県出身の新粉細工の製作者王氏の部屋での写真（2012 年 筆者撮影）
古代では、「9」を「陽数」という呼び方があり、縁起の良い日と考えられる。それに、
9 月 9 日は 2 つの「9」が重ねてあるので、「重陽節」と名付けられた。重陽節の日に、
中国人は花見（特に菊を指す）をしながら、酒盛り（菊で作られた酒）をするという伝統
がある。そして、家を離れた人は家族に会いたいという強い気持ちのために、高い所に登
り（中国語では「登高」といい、「高」の発音は「GAO」である。）、遠方の家の方向に
向き、思いをはせるする習慣もある。村人の話によると、そのために陝西省の東府では、
重陽節の際に、新粉細工「糕」（中国語の発音は「GAO」であり、「高」との発音は全く
同じである）を食べるしきたりができたのである。それに、その時に使われる「糕」は「重
陽糕」と名付けられ、種類や形により、それぞれの呼び方が異なる。
李氏と史氏の話をまとめて、華県と合陽県の村人は重陽節の日に親戚回りをしたり、
「糕」を贈りあったりするしきたりがあるということが分かった。例えば、結婚してから
1年間しか経っていない、嫁に行った娘の夫婦 2 人には、実家が「糕」を贈る。それを「追
糕」と言う。「糕」の数は偶数でなければならない。それらの対になった「糕」の中に、
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実家の人が娘夫婦に対する「婚姻生活が幸せで、円満であるように」という祝福が含まれ
ているといわれる。そして、嫁いだ娘が子供を産んだ場合、娘の実家はその娘に「糕」を
贈るのではなく、娘の子供に贈るようになる。
（６）冬を越す――「10 月 1 ・送寒衣」と農閑期のレジャー
陝西省の農村部では、10 月 1 日から寒気がどんどん強くなるので、「十月一・送寒衣」
という言い方がある。東府の村の年配者に聞くと、「寒衣」は当地では墓参りの際に、墓
前で彼岸の者のために焼く、紙製の服を指していることが判明した。特に当日に、農村部
の人はあらたに墓参りをする。一方、都市部では、人が亡くなった家族のために造られた
紙銭や錫、箔製の紙幣等を店で買い、道の何処かで焼くこともある。華県と合陽県の人は
墓参りをしたり、先祖に新粉細工を供えたりし、そのやり方は清明節の際の行い方とあま
り差異がない。
冬至に入ると、農村部の人にとっては農閑期が来るので、レジャータイムも多くなって
くる。それ故、陝西省の東府の農村部では、婚約をする人や結婚式をあげる人も多くなる。
農婦達はよく何人かが集まって、新粉細工を作ったり、刺繍をしたり、切り紙細工を制作
したりする。現在、陝西省の農村部で盛んになった新粉細工の競技会は、農閑期の間にレ
ジャーとして行われることが殆どである。
第２節 通過儀礼と新粉細工
陝西省の農村部で、新粉細工は単なる年中行事の際や日常生活に用いられるばかりでは
なく、1人の村人の人生の節々に欠くことのできない存在である。陝西省の東府では、人
の生命が始まるまでにはもう、様々な祈願の儀礼がそのために行われ、特に女の子が生ま
れたら、赤ちゃんが健康に成長できるよう願う以外にも、赤ちゃんが将来自分の子供を順
調に生み育てられる等の事も同時に願われる。新粉細工は陝西省に於いては、人の各通過
儀礼に間接的であるか、直接的であるかにはかかわらず、祝福の役割を果している。さら
に、新粉細工は生きている人が彼岸の人への思いを伝える媒体のような存在であると考え
られる。この節では、通過儀礼の順序に従い、筆者自身が行った現地調査を中心に、調査
地における新粉細工それぞれの特徴や用いる所及び、果している役割を論述していく。
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（１）生命の始まり
①誕生への期待
陝西省の東府では、妊娠した女性が子供を産む約１ヶ月前、産婦の母親は新粉細工「角
形包子」を作り、産婦の夫の家へ贈る。夫の母親はまた贈られた「角形包子」を親戚と近
所の人に贈り、息子の妻がしばらくして出産をすることを知らせる。華県の新粉細工製作
者は「角形包子」の形が女性の生殖器官の形と似ていると説明した。それは産婦が安産で
きるようにという願いが含まれているといわれる。
「角形包子」の中には中身がある。華県と合陽県のあたりのでは、「角形包子」の中身
は野菜、肉等の具である。しかし、合陽県のしきたりにより、産婦は母親にも「角形包子」
を贈る。その場合に贈られる「角形包子」の中身は具ではなく、赤砂糖（黒砂糖のことで
ある）になる。
写真 51 「角形包」
出所：筆者が華県の新粉細工製作者の説明により描いた「角形包子」（2013 年 筆者撮
影）
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②赤ちゃんを迎える
2013 年春に史氏の話によると、陝西省の東府の農村部では、赤ちゃんが生まれてから 3
日目の日に、産婦の家族と一番親しい親友が産婦の見舞いをする風習がある。合陽県のし
きたりでは、見舞いをする時、産婦の母親は産婦に新粉細工を贈る。その時の新粉細工は
主に魚や羊の形をした小型のものである。産婦はそれを食べたら、赤ちゃんが邪気にかか
ることはなくなるといわれる。
③「満月」のお祝い
中国語では、赤ちゃんが生まれて満 1ヶ月になることを「満月」という。陝西省の人の
考えによると、「満月」になることは赤ちゃん及び赤ちゃんの家族全員にとって、非常に
大事なめでたいことである。特に、東府の農村部の人は赤ちゃんの「満月」を祝うため、
爆竹を鳴らしたり、酒宴を張ったりすることは一般的であり、中国語では「過満月」とい
う。「満月」の定め方は特別であるので、「過満月」の時期も赤ちゃんの男女別により違
う。赤ちゃんが男性であれば、「過満月」は「満月」の前日に、或いは、「満月」の前の
数字の「3」か、「6」か、「9」の数字が付いている日に行う。赤ちゃんが女性である場
合は、「満月」の当日に「過満月」をする。
東府域内は渭水を境界線にしてみれば、「過満月」のしきたりは南側と北側での情況が
異なる。華県と合陽県のしきたりは南側と北側の代表であると考えられる。
華県では、「過満月」の時、赤ちゃんの母方の祖母は洋服等以外に、必ず新粉細工「谷
巻」を贈る。「谷巻」とは、虎の頭の形にした頭部、龍の躯体の形にした身体、及び魚の
尾か鳳凰の形にした部分を尾とし、組み合わせた新粉細工である。また、「谷巻」の胴の
部分には新粉細工の龍や人が挿されてあり、赤ちゃんの人生に対する良い願いをあらわす
のである。母親側の親戚は赤ちゃんに「谷巻」を贈らないのが一般的であるが、贈る人も
いるといわれる。一方、近所の人と親友達はお祝いを述べるため、新粉細工「雲雲饃」を
贈って来る。この場合に用いられる「雲雲饃」は一般的に「道喜雲雲」（中国語の言葉「道
喜」はお祝いを述べる意味である）と呼ばれ、魚や龍や「文房四宝」の形のものが多い。
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写真 52 1 対になる「谷巻」
出所：華県の新粉細工の製作者鄭氏の家（2013 年 筆者撮影）
筆者は史氏と製作者たちの話をまとめて、その概要を説明していく。
合陽県及びその周辺のしきたりでは、赤ちゃんの母方の祖母が 4 つの大型の新粉細工を
贈る。その 4 つの新粉細工は次のようになる。
母親は娘夫婦 1 人づつに、1 対になる「挿花餛飩」を贈る。甘井鎮と和家庄鎮の村では、
この際の「挿花餛飩」を「眉眼餛飩」と呼ぶ村人もいる。「眉眼餛飩」の底にあたる中心
部分に挿されるのは虎形か、獅子形か、鹿形か、牛形かの新粉細工の装飾、或いは、猫、
鶏の形にした新粉細工の装飾である。
娘にはもう 1つの新粉細工「挿花圓糕」が贈られ、村人はそれを「圧心糕」（「圧心」
は民間で使われる言葉であり、人を慰め、心を楽しませる意味がする）と呼ぶ。
赤ちゃんには新粉細工「魚変娃」或いは「坐娃娃」が贈られる。「魚変娃」の全体的な
形は人間の身体と魚の尾を組み合わせたような形であり、字麺通りに魚が子供に変わって
くるような状態を表現する。村人はそれが人間の成長の状態を表現するのであると言い、
陰陽21への崇拝のあらわしにもなると考えられる。一方、「坐娃娃」はその呼び方の通り
に、座っている子供の形になり、赤ちゃんが健康で、大きくなれることの象徴である。
21陰陽：中国古代の思想で、天地間にあり、互いに対立し依存し合いながら、万物を形成している陰・
陽二種の気である。日・春・南等は陽であり、月・秋・北・女等は陰にあたると言われる。
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写真 53 左側は立っている状態の「魚変娃」
出所：新粉細工の展覧会での録画を一部切り取って、作った写真（2013 年 筆者撮影）
「過満月」の宴会が終わった後、産婦の家族や親友が各自の家に帰ったら、産婦は赤ち
ゃんと一緒に実家に行き、実家で 10 日間ほど過ごす。出かける前、産婦の夫の母親は自
ら作った魚形の小型の新粉細工を赤ちゃんの肩においてから、産婦を出かけさせる。つい
でに、産婦の実家の人への贈り物として、「餛飩」と「包子」を産婦に持たせて行く。10
日間が経過後、産婦は夫のもとへ戻る。戻る前、産婦の実家の母親は自ら作った虎形の小
型の新粉細工を赤い糸に通し、赤ちゃんの肩に掛けてから、産婦を戻させる。しかし、こ
の場合について、合陽県あたりの風習は少し異なる。産婦が夫のもとへ戻る前に、産婦の
母親が孫の首に掛けるのは、幾つかの子供の形の新粉細工を赤い糸に通したネックレスの
ようなものである。
④満 1歳の際における儀礼
子供が満 1 歳になる誕生日は、渭南地区の各地でしきたりは違うが、子供の家族は親戚
と親友にご馳走をすることが多い。誕生日の宴会に出る人は服や食べ物と新粉細工を持っ
てくる。
華県のしきたりでは、子供の母親側の祖母が 1 対になる虎形の「挿花餛飩」（村人はそ
の新粉細工を「麺老虎」とも言う）或いは「谷巻」を孫に贈るが、合陽県の情況は、牛形
の「挿花餛飩」或いは魚形の「挿花餛飩」を贈る。それに、男の子に贈られる「挿花餛飩」
は牛形のほうになり、女の子に贈られるのが魚形の「挿花餛飩」である。これらの示す意
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味は男の子が牛のように体が丈夫になり、女の子が将来幸せな結婚生活を持てるようにな
るというものである。
子供は 1つ目の春節を迎える時に両親に連れられ、親友の家を訪れ、また親戚回りをし
たりする。その際、子供は「棗山花饃」を贈られる。その「棗山花饃」の数が多ければ多
いほど、子供が貰ってくる祝福は実現できるといわれる。家と家との交際が広いかどうか
もこの際に一番分かりやすいと言われる。
（２）子供の成長――「完灯」
「昔、陝西省の東府の農村部では、子供、特に男の子が 12 歳になってから、成人にな
るという言い方がある。」（史氏談 2012 年春）また、中国の伝統的な習慣において、
元宵節の際に、子供の母親の兄弟はその子供に提灯を贈る。したがって、東府の村人は子
供が 12 歳になる年の元宵節の間に、母親の兄弟から提灯をもらうことを「完灯」といい、
子供の成人式にあたる儀式と思われる。
「完灯」という儀式は普通元宵節の前に、「3」、「6」、「9」の数字が付いている日
に行われる。華県あたりの村では、子供の母親の兄弟から提灯をもらうこと以外に、母方
の女性の親戚から「谷巻」或いは、虎形か獅子形の「挿花餛飩」を贈られないと、「完灯」
はできていないと考えられている。一方、合陽県では、「完灯」を行うほか、子持ちの家
庭はご馳走をし、さらに子供はその時、新粉細工を貰える。
（３）一家を構える――結婚についての儀礼
中国人の伝統的な観念では、人が結婚し、一家を構えることは人生の一番大事なことで
ある。特に農村部において、結婚することに関わる儀礼は大事にしなければならない。新
粉細工はその儀礼の一環であり、欠くことのできないものである。筆者は 2011 年と 2013
年春華県文化局の李氏の話と製作者鄭氏にインタビューしたものをまとめた結果と 2012
年春、2013 年春、2014 年夏に合陽県での調査の結果をもとに、整理し、以下のように、
婚約をすることから紹介し、結婚式の全過程及び、新婚一年目のしきたりについて、論述
していく。
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①婚約をする
村人の話によると、渭南地区のある地方では、婚約する時の儀礼は結婚当日に行う儀礼
よりも大事であるとされる。婚約をする時、女性側は男性側に虎形の新粉細工を贈らなけ
ればいけない。また、男性側は魚形の新粉細工を返礼しなければならない。婚約をした後、
男性のほうは「餛飩」と「包子」及び他の幾つかの新粉細工を持って、結婚相手の家に挨
拶をしに行く。一方、男性が結婚相手を自分の家まで招き、ご馳走をすることもあり、そ
の場合は男性の母親から息子の結婚相手に新粉細工を贈るのである。
②結婚式の当日
結婚式の前日に、新婦の女性の親戚は翌日に新婦を迎えに来る人のために料理の準備を
したり、部屋の掃除をしたり、忙しくなる。それ以外に、新婦の女性の親戚も新粉細工「送
飯花饃」を作る。「送飯花饃」はそれが果たしている役目、即ち新婦を見送るためにとい
う故で、呼び名を付けられたのであるといわれる。「送飯花饃」のサイズは小さく、形に
決まりなく、動物や果物等様々の種類があるが、数は決まっている。母親は普通、80 個
か 100 個を作り、他の女性の親戚は 40 個か 60 個を作る。「送飯花饃」は翌日に新郎の家
に送り、新婦が食べきれず、残された部分を返礼として、祝賀をしにくる客に贈る。
結婚式の当日の儀礼は筆者自身が 2012 年合陽県和家庄鎮で観察ができて、史氏と李氏
の話を参考してまとめた内容である。結婚の当日の朝の早めから、新郎と新郎の親戚達は
新婦を迎えに行く。10 個の「餛飩」及び他の幾つかの新粉細工を一緒に持って贈くる。
新郎と新郎の親戚達が新婦の家についたら、すぐに新婦に会うのではなく、必ず新婦の親
戚と親友達と余興をしてから会う。同時に、新婦の家族は客にご馳走をする。
ご馳走を食べ終わったら、新婦は新郎側の人と一緒に新郎の家に行く。新郎の家に行く
途中、行進の列の人数がどんどん多くなってくる。その列には、新婦を見送るための新婦
の親戚もいるし、祝賀をしにくる他の村人もいる。さらに、隣の村等遠いところから来る
村人もいる。その際、新郎新婦達は一度村人にからかわれる。したがって、もし 1つの村
に結婚する家族がいるなら、結婚する人両方の家にだけではなく、村全体が平素よりにぎ
やかになる。
祝賀をしに来る新郎新婦の親戚と親友は近いところから来たか、遠いところから来たか
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にかかわらず、必ず日常の生活用品や祝い金等を贈り、新粉細工も贈る。
華県では、新郎の親戚は新郎新婦に「谷卷」や大型の「立老虎」を贈る。遠縁の親戚は
何十個もの「白饃」の上に赤色の点をつけ、大きいトレーにいれ、最後はトレーの真中あ
たりの「白饃」に一つの花形の新粉細工を置いた後、新郎新婦に贈る。また、新郎新婦の
親友達が贈るのは各種類の動物の形にした新粉細工であり、それらの新粉細工も「道喜雲
雲」と呼ばれる。新郎新婦はそれらの頂いた新粉細工の大半を新郎の先祖の神棚前に置く。
しかし、合陽県のしきたりは華県のしきたりとは違うところがある。新婦の母親が作っ
た「送飯花饃」の中に、必ず一対になる虎形の大型の「圓糕」が入っている。新郎の親戚
側は自ら作った「挿花餛飩」を先祖の神棚の前に置く。新郎新婦達は新郎の家に着いた後、
虎形の「圓糕」を「挿花餛飩」の隣に置く。最後は一緒に先祖に供える。
また、新郎と新婦の部屋のベットには必ず一対になる新粉細工が置いてある。この場合
の新粉細工は新婚夫婦がもらってきた贈り物の中に、選んだ一番綺麗にできていると思わ
れるものである。
写真 54 結婚当日に用いられる「立老虎」
出所：華県新粉細工製作者の家での撮影（2011 年 筆者撮影）
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写真 55 新婦側の親戚が虎形の「圓糕」を持って、新婦を新郎の家まで見送る
出所：合陽県・和家庄鎮での結婚当日の撮影（2012 年 筆者撮影）
写真 56 新郎側の先祖の祭台に供えた「挿花餛飩」
出所：合陽県・和家庄鎮での結婚当日の撮影（2012 年 筆者撮影）
写真 57 新婦の母親が贈った虎形の「圓糕」
出所：農村部の結婚式に用いられた新粉細工（2012 年 合陽県の和家庄鎮で筆者撮影）
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現在、合陽県において、結婚式のプロセスは大きな相違がないが、県城の結婚式と農村
部の結婚式は違う雰囲気である。筆者は 2014 年 6 月に合陽県で、実際に県城の結婚式を
観察できた。そして、筆者は 2012 年合陽県和家庄鎮で観察した農村部の結婚式と、2014
年 6 月に地方民俗学者史氏の話を総合して論述したい。そして、県城の結婚式とそのプロ
セスを以下のようにまとめた。
表 2 結婚式当日のプロセス
時間 農村部 県城
7時頃～ 新郎側は新婦を実家へ迎えに行く―新郎側
の親戚は「挿花餛飩」を新婦側に贈る
新郎が新婦を実家へ迎えに
行く―新郎側の親戚は「挿花
餛飩」を 1対、新婦側に贈る
8時頃～ 新郎と新婦が新郎の実家に入る―新婦側の
親戚は虎の形にした新粉細工 1 対を新婦新
郎に贈る
新郎と新婦が 2 人の家に入
る―新婦側の親戚は「挿花餛
飩」1対を新郎新婦に贈る；
新婦側の親戚は葱、「元宝餛
飩」、ほうれん草のセット及
び、「貼花餛飩」3 つを新婦
に贈る
10 時頃～ 新郎の実家で新婚宴会22を開く 新郎新婦は家で休憩、衣装を
変える
12 時頃～ 新郎新婦はレストランで新
婚宴会を開く
出所：筆者作成
県城の結婚式は西安市内の結婚式のプロセスと殆ど変わらない。しかし、新粉細工は合
陽県の県城においても、欠かせないものである。
22 披露宴のことである。
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新郎側の親戚は「挿花餛飩」一対を新婦の実家に贈り、新婦を迎える。返礼として、新
婦側の親戚は新郎に「挿花餛飩」一対を贈る。新郎側の親戚は返礼としての「挿花餛飩」、
新婦側の親戚は新郎側からもっらた「挿花餛飩」を持ち、2 人の家に入る。同時に、新婦
の両親は新婦に葱、「元宝餛飩」、ほうれん草のセット及び、「貼花餛飩」を嫁入り道具
として贈り、2人の家に持って帰らせる。
結婚式の場合に贈り合う「挿花餛飩」は「囍」（旧字体である。2 つの「喜」を横に並
べ、1 つの文字にして、縁起がよく、円満の生活ができるという象徴である）という文字
が装飾される。
県城の結婚式では、新郎側は虎の形にした新粉細工の代わりに、「挿花餛飩」を新婦側
に贈る。一方、「挿花餛飩」は結婚式の際に贈られるものとして、その中に含まれている
縁起のよい祝福もするという役割に当てはまる。
今日の県城の若者の生活習慣が都市部の若者の生活習慣に近づいてくることが分かっ
た。その結果、県城の若者たちは地元の伝統的な文化、しきたりに拘らなくなり、伝統的
な文化やしきたりは元来の形式でなくなったり、外来文化の影響を受け入れ、お互いに融
合したり、新しい形式の文化が県城に流行りつつある傾向が見られる。一方、県城の若者
たちは新形式の文化をより受け入れやすい傾向があるため、逆に伝統的な文化、しきたり
に関わる知識を求める傾向もあると考える。
県城において、新婦の両親が新婦に葱、「元宝餛飩」、ほうれん草のセットを贈ること
は農村部では見出せなかった。このセットとは、各々の意味が含まれているといわれる。
葱とは、緑と白の 2 つの色からなる。新婦の両親が新婦に生活、性格が「清清白白」（円
満な婚姻生活が送れる）であるよう願う気持ちを表すといわれる。「元宝餛飩」は子孫を
象徴している。昔、「元宝餛飩」は百個も贈られ、新郎新婦に子孫が多く生まれることを
祈念した。現在、新婦の両親はその意味を受け、30 個くらいを贈るのが多い。ほうれん
草の中国語の発音は「博彩」（単語「博得头彩」の略称で、縁起の良いことが始まると意
味する）と近いので、幸運で縁起がよいという祝福の意が含まれている。
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写真 58 新郎新婦の家のリビング 写真 59 厨房においてある新粉細工
写真 60 葱、「元宝餛飩」、ほうれん草 写真 61 新郎新婦の先祖の位牌前に置かれ
た新粉細工
出所：写真 58～61 合陽県城での撮影（2014 年夏 筆者撮影）
（４）「過寿」――年長者の誕生日の祝い
陝西省では、年長者の誕生日を祝う時のしきたりが多い。誕生日祝いのために行う酒宴
は結婚式の際に行う酒宴と同じ程度であり、非常に心が沸きたつ場麺になる。特に、東府
における地方は「過寿」を「過大寿」と「過小寿」に分け、違う方式で取り扱うのである。
「過大寿」とは、年長者が 60 歳、70 歳、80 歳、90 歳の誕生日の際に行う祝いの儀礼と
いい、より一層盛大なる儀式が行われる。「過小寿」とは、それ以外の誕生日に行う儀礼
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といわれる。この言い方についての認識は華県と合陽県において、同じであり、次のよう
になる。
親の誕生日の当日に、息子は親の家で、誕生日の酒宴を主催し、親戚と親友達を招待す
る。娘はお菓子やお酒等を買ってくるほか、新粉細工を作って贈る。この場合の新粉細工
は「寿桃」と「寿糕」が多い。「寿桃」は桃の形にした新粉細工であり、花形の部分が皮
に付けられている。色は主に桃色にしたものが多い。その他、大きな葉のような飾りが付
けられる「寿桃」もある。「寿糕」は「圓糕」の一種類に属し、その用い所により、特定
の名前が付けられたと村人が言う。
「寿糕」の表現の形式は様々であるが、主に中国の伝統的な物語を内容として、作られ
たものである。参考になる伝統的な物語は常に健康や長生きについての話、或は中国人の
認識における長生きを象徴する松の木やしだれ糸杉が多い。
合陽県は村により、「寿糕」に「福」、「禄」、「寿」という赤色の文字の飾りが付い
ているものも多いといわれる。
写真 62 合陽県の「寿桃」
出所：http://xjklmyhsxc.blog.163.com/blog/static/95082433201111811112483/ 2009．09
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写真 63 中国の伝説中の人物である寿老人の形の「寿糕」
出所：合陽県甘井鎮の新粉細工の展覧会での撮影（2013 年 筆者撮影）
（５）葬儀の中での新粉細工
陝西省の各地における葬儀はそれぞれに異なり、葬儀についてのしきたりは複雑である。
特に、陝西省の村人は葬儀を生きている人から死者への最後の祝福のような儀式と考える。
したがって、東府の村人の新粉細工が死者への思いを寄せる最上なものであるという考え
方も理解できる。
東府の農村では、もし家族の一人が亡くなった場合、その人の家族だけではなく、親友
も新粉細工を贈る。華県と合陽県では、葬儀の際に用いられる新粉細工の形は違うが、新
粉細工に含まれる意味は大体同じである。
2011 年、2013 年にインタビューできた文化局の李氏と製作者の話によると、華県あた
りの村では、家族の 1 人が死んだ場合、大型の新粉細工「饅頭23」を贈るのが一般的であ
る。「饅頭」の形は底が平らで、全体的に半分の球体のような形になる。村人の話により、
「饅頭」を用いる原因は、それが塚の形と似ているからであると言われる。もう 1 つの説
は中国人の古い言い方に基づき、世界は「天圓地方」（空は円形のようであり、大地は方
形のようであると意味する）のようになり、人間は死んだ後、自然に戻るといわれる。「饅
頭」の形は正に「天圓地方」のようになり、村人は葬儀の際に「饅頭」を供えることで、
23饅頭：マントーである。北地方の人々はマントーを「饃」と呼ぶ場合が多く、「白饃」との意味は同
じである。
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死んだ人が自然の世界に戻ることを比喩すると言われる。
華県のしきたりについて、詳しい情況は次のようになる。
亡くなった人が親の中の 1 人であれば、嫁いだ娘は 5 つの大きな「饅頭」を墓の前に供
える。娘がいない場合、息子の家族の女性がそれを作り、死者の息子が墓に供える。「饅
頭」を墓の前に置く時、下層に 3 つの「饅頭」を置き、その上に 2 つの「饅頭」を置くと
いう形式になる。上の「饅頭」を置く時は必ず平らになる麺を向かいあわせてから置く。
同時に、親族関係で目下の者である親戚達は四つの大きい「饅頭」を墓の前に供える。置
く時は「饅頭」を重ね、「下に 3 つ、上に 1 つ」のようにする。そして、上に置く「饅頭」
は「貼花饅頭」か「挿花饅頭」をする。「貼花饅頭」に花模様の平麺的な新粉細工をパー
ツとして付けられている。「挿花饅頭」には立体的な花形の新粉細工が挿されている。葬
儀が終わった後、娘が墓の前に供えていた新粉細工を親の祭台に供え直す。もし死者に娘
がいない場合であれば、普通は死者の姪がその 5 つの「饅頭」を供えるといわれる。
葬儀が終わったら、死者の家族は感謝をするために、死者の娘が供えた「饅頭」の下の
2 つをその場でスライスする。これを葬儀に出る親戚と親友達に配って、食べさせる。葬
儀の後に死者の直系の家族は他の親戚と死者の親友へ感謝の意を表すため、もう 1 回新粉
細工を返礼する。過去、返礼の新粉細工は主に「饅頭」であったが、現在の村人は食べ物
を返礼にすることが多くなってきたという。
その他、華県のある村において、葬儀の初七日になる日には、死者の同輩の親戚達は葬
儀の当日に用いられる「饅頭」よりサイズの小さな 4 つの新粉細工を墓にもう 1 回供える
習慣もある。村人はその新粉細工を「献七花饃」（初七日に供える新粉細工）と呼ぶ。こ
の「献七花饃」の形は「饅頭」とは異なり、小麦粉を捏ねて発酵させたものを細長くした
後、両端から真中に巻いたものである。「献七花饃」を供える時は「饅頭」と同じく、平
らになる麺を底にさせる。
合陽県あたりに於いて、人々の人生儀礼に新粉細工は重要な部分だと考えられ、葬式の
際にも必ず用いられる。例えば、合陽県では死者に「油輪」を供える。「油輪」は新粉細
工の一種類であり、揚げられた新粉細工といわれる。「油輪」は一般的に、5 つのセット
として一緒に死者の墓に供える。その 1 つのセットとは、9つの「油輪」を 1つ 1つ積み
重ねてきたものである。1 つのセットの一番上の部分には造型をした新粉細工が置かれる。
他に、祖先があの世で飢餓にならないよう、新粉細工は食物として祀られる一方、先祖
への敬意と思いを具象化したものでもある。さらに、新粉細工は供物として、死者の親族
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に対し、親密さを示すために捧げられるものにもなると考えられる。
洽川鎮の葬式は複雑であると言われ、以下に、筆者が 2015 年に現地調査で観察できた
具体的な実例を挙げる。昔、合陽県において、葬儀に関する礼法は長い期間続く。死者が
埋葬された日の翌日は最も重要な日であり、死者の親族は新粉細工を供え、紙銭を焼いて
霊を祀る。それから、喪の初七日、三七日（21 日）、五七日（35 日）（地方では「尽七」
という）、五十日、百日、一周忌（命日）、二回忌（二年目の命日）及び、死者の誕生日
の日に、孝子（親の喪に服している人）と他の親戚は死者の墓に参り、新粉細工を供えた
り、紙銭を焼いたりする。三周年（三年目の命日）の際、旧習俗では土葬の場合は死者を
掘り出して、死者の着ている服が替えられるが現在はしなくなった。それ以降は死者の親
族は毎年必ずしも供物を供え、紙銭を焼かなくてもよいという。
そのような礼法が毎回行われるごとに、死者の親族は集まってくる。礼法を取り扱う家
族は食事の招待をするうえ、大量の時間や金をかけなければならない。そのため、1980
年代以降、合陽県の葬儀は段々簡素化されてきた。
現在、洽川鎮の葬式は朝の 4時頃から夕方まで続く。莘里村において、人が亡くなる場
合、死者の遺体がすぐ処理されるのではなく、棺おけを置いてある部屋に 3 日間安置して
おくのが一般的である。村の年長者の話によると、死者の現世の寿命が尽きるなら、閻魔
様は死者の魂を受け入れるが、もし、死者の現世の寿命が終わっていないなら、閻魔様は
死者の魂を体に送り帰す。魂を死者の身体に送り帰す時間は 3日間であるため、死者は蘇
生の機会がある。一方、この 3 日間、死者の家族は遠方の親戚や村人に知らせたり、葬儀
の支度をしたりする。
死者は長く生きた場合、その葬儀は「喜喪」（喜喪者は幸福と長寿である人と考えられ
る）といわれる。葬式の当日、村は賑やかになる。筆者は 2015 年 4 月の葬式当日の観察
事例を以下のようにまとめた。
表 3 莘里村の葬式のプロセス
朝 4 時頃～
6時まで
①訃報を張る
②「家祭」：死者の親族が祭壇の前にぬかずく
男性――料理 9 種類を供える
女性――料理 10 種類を供える
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③「上香」：蝋燭と線香を供える
楽を演奏する；地方劇を上演する
8時頃～ 親族が食事をする
9時頃～ 親族が参りに来る人をお礼する
10 時頃～ 親族が参りに来る人をお礼する；死者の友人にご馳走する
11 時頃～ 「迎門戸」：親族が供え物を供える儀式（金、新粉細工、食
品）
16 時頃～ 親族が祭壇の前で弔いをし、遺体と別れをする
17 時頃～ ①「起葬」：棺おけを墓に移動する
②棺おけ、供え物を墓に入れる
19 時頃～ 「送湯」：長男が死者に晩御飯を墓の前に供える
莘里村の葬式に用いられる新粉細工は主に次の 4 種類がある。各々は油輪、餛飩、動物
の形にした新粉細工（揚げ物）、新粉細工と紙細工の組み合わせになるものである。それ
らの用途は表 4に示す。
表 4 莘里村の葬式に用いられる新粉細工
油輪 遺体の前に置かれる；位牌を設けておく部屋にあるテーブルに置
かれる
餛飩 死者の両親が亡くなっている場合：その位牌の前に置く
動物の形にした新粉
細工
供え物として、参りに来る人が出す（揚げ物）
新粉細工と紙細工の
組み合わせ
供え物として、参りに来る人が出す
莘里村の葬式に用いられる新粉細工はいくつかの特徴があると合陽県の人が考えられ
る。先ず、参りに来る人は供え物としての新粉細工の数量が多ければ多いほど、死者との
関係が深いと考えられる。つまり、新粉細工の数量は親戚との親疎関係、親友との親密度
の反映である。
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そして、「蒸食」（蒸された新粉細工）のほか、「油食」（揚げられた新粉細工）が用
いられる。揚げられた新粉細工は合陽県では、葬式の場合にしか使わないものである。
合陽県において、葬式の際に大量の新粉細工が用いられるので、比較的保存しやすく揚
げられた新粉細工が利用されるのが普通である。
一方、揚げられた新粉細工は色を付けないままに揚げられる。村人はそのように装飾さ
れていない新粉細工を人間の生まれたばかりの状態に比喩する。参りに来る親族は揚げら
れた新粉細工を贈ることによって、死者が生まれたばかりの際と一緒のような、身体も精
神も綺麗であの世に行けるであろうと、祝福の意を表すと考えている。
それに、昔、死者の家族はもらった新粉細工を乾燥している場所に置き、ゆっくり食べ
るのが一般的であった。しかし、新粉細工の数が多いため、食べきれないうちに腐敗する
ことが多かった。大量の新粉細工を製作する時間や金の浪費を避けるため、現在、新粉細
工の代わりに、参りに来る人はスーパーマーケットで買った食用オイルと小麦粉を供える
ことも多くなってきた。新粉細工を製作する原材料で新粉細工そのものを象徴し、親族側
の気持ちが伝えられるうえ、贈られた食用オイルと小麦粉は死者の家族に自由に使えるの
で、莘里村の葬式は新粉細工のほか、新粉細工を製作する原材料を供えるような傾向にな
ってきたと考えられる。
さらに、合陽県において、葬式の場合、死者に供える供物のうち、物語の中の孝子や英
雄を象った新粉細工のパーツが木の棒に挿され、それを「饅頭」或いは茶碗の中に入れら
れた「饅頭」に挿して供えるのがしきたりである。そのような新粉細工は地方民俗学者の
史氏の説明により、「花献天饃」と呼ばれる。「花献天饃」は地方により、「献貼」又は
「献碟」といわれ（方言では、発音が近い）、天が死者の魂を受け入れることに感謝する
ような気持ちを表す意味が含まれている。
莘里村のしきたりは特徴を持っている。死者の親族が供えに持ってきた「献碟」は人間
の形にした新粉細工の代わりに、小さい紙人形を用いる。紙人形は彩られた服を着て、四
肢や表情は写実的で、比較的に華やかである。それを見れば、村人が葬式の盛大さを重要
視していることが分かる。そのうえ、莘里村の人々は親孝行という行為を重要視している
と考えられる。
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写真 64 莘里村の「献碟」
出所：合陽県莘里村での撮影（2015 年 筆者撮影）
写真 65 「献貼」のパーツ
出所：合陽県坤龍村での撮影（2013 年夏 筆者撮影）
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写真 66 葬儀の祭台に紙細工を利用した新粉細工の供物（虎）
出所：合陽県坤龍村での撮影（2013 年夏 筆者撮影）
華県と合陽県の村では、死者の葬儀が終わってからの毎年の命日に、死者の娘及び他の
目下の親戚は必ず新粉細工を死者の墓に供える。その場合に供えられる新粉細工は地方や
村のしきたりにより違うものであるが、「餛飩」、「包子」、「圓糕」が一般的であると
いわれる。
第 3節 民間信仰と新粉細工
廟会とは、毎年、廟の縁日、或いは定められた日に行う定期市である。中国の農村部
では、廟会は民間生活の重要な行事であり、廟会文化は中国の伝統的な民間文化の一部で
ある。この節では、筆者は現地調査で廟会の中の新粉細工の利用を実例として挙げ、陝西
省の民間信仰と新粉細工の関係を論述する。
「廟」の概念の確立は「廟会」の形成の依拠とする。廟は「黄帝24時期」に現れたが、
人間の神霊に対する崇拝の意識は古代に遡ることができるとする説がある。最初、佛教の
寺院と道教の寺院は元々宗教活動の場所であった。しかし、法要、祭祀など宗教活動は娯
楽活動、文化活動、経済活動と結合し、宗教活動が行われる場所は祭祀と相関な活動も行
われるようになった。このような宗教活動が進行する場所で行われる他の活動もまた「廟
24 黄帝：古代伝説上の帝王（紀元前 2717年―紀元前 2599 年）で、「三皇」の一である。
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市」、或いは「廟会」と総称され、さらに、廟市か廟会で様々な活動が行われる現象は「廟
会文化」と呼ばれるように発展してきた。
廟会の形成には長期的な期間を要した。後漢時代25、道教が盛んに行われたと同時に仏
教が伝わり始めた。そのため、祭祀は頻繁に行われ、祭祀活動は盛んになっていった。祭
祀活動の普及に伴い、宗教的活動は世俗化し、各種類の取引の進行及び、民間の交流によ
り、祭祀をめぐる活動には娯楽の要素が強まってきた。春秋戦国時代26に、廟を中心の場
所として行われた経済活動は一定的な規模を持っていた。唐の時代になると、伝統的な廟
会が形成され始め、宋時代に一層発展した。明清時代から、廟会の形成は成熟した。さら
に、廟会の中心は、最初の神霊を畏敬―崇拝―感謝―祭るための儀式から、神霊を祭祀し、
取引を行う、及び人と人の間の感情を交流するための社会活動になってきた。このような
「祭祀」、「取引」、「感情の交流」という三つの要素を主にした廟会は伝統的な廟会で
あると考える。現地調査により、現在でも中国の農村部に伝統的な廟会はあちこちに存在
していることが確認できる。
廟会の概念に対する解釈は沢山ある。1990年以降、中国では廟会に関する研究調査は
増加しつつあり、学者たちは廟会を文化的、民俗的、経済的角度から解釈した。そのうち、
趙27は「廟会はまた香会、廟市とも呼ばれる。特定な廟か特定な神のために行われる『〇
会』（例、大王会、夫人会等）或いは、貿易品の内容により名付けられた『〇会』（例、
騾馬会、皮襖会、農器会）、或いは特定な歴史的原因のために『〇会』と呼ばれる（例、
天津之皇会）のはすべて廟会である」と説明した。さらに、「一部の地方では、『神集』
という言葉があり、廟市の意味と近い。一部の地方では廟がないものの、（大道芸が集ま
る場所を）廟会という言葉も使われる28」と幅広く定義した。高29は廟会の定義を文化的
角度から以下のように説明した。「廟会は廟市とも呼び、特定の時期に寺や廟の中及び近
くに行われる集会活動である。大部分の廟会の形成と発展は宗教活動の影響と関係ある。」
他に、高と孟30は「民間廟会は特別な社会形態であり、大衆の生活に重要な影響と役割を
与えている。特に、大都市から遠く離れる村では、廟会は人々の経済取引活動、文化交流
活動の中心となる。人々は廟会の間に行われる各活動及び廟会の社会的機能を重視してい
25 後漢時代：前 25 年―前 220 年。
26 春秋戦国時代：前 770年―前 221 年の特定の歴史時期であり、「東周」ともいう。
27 趙世瑜―「明清时期华北廟会研究」歴史研究 1992 p．118
28例えば、北京の『天橋』も廟会と総称するのが一般的である。
29 高占祥―「民俗民風的缩影」高占祥主编 论廟会文化 北京文化艺術出版社 1992 年 ｐ．1-2
30 高有鹏、孟芳 「中原民間廟会文化簡論」 「J」 民俗研究 1996(2)
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る。さらに、廟会の発展と変化には商品の生産、経営活動は緊密に関連している。廟会は
民族的文化を合わせ集めた上に伝統的文化を伝播し、地方経済の発展と繁栄を促進した。
廟会の基本的特徴は神秘性、団体性、継承と変化的統一性、娯楽性、地域性、季節性等で
ある」と綜合的に説明した。したがって、新粉細工の実態を考察する際、廟会との関連性
を立体的に分析しなければならないと考える。
陝西省の民間では「廟市」を「廟会」とも呼び、合陽県において、儒教、仏教、道教が
共存しているため、廟の数は多く、毎年、廟を中心に廟会は行われてきた。合陽県は詩経
31
・
・関雎（かんしょ）が生まれたという説もある。古くから文化の蓄積は厚い。
筆者は 2014 年 2 月 15日から 4月 3日の間、合陽県の新粉細工と廟会をめぐって、聞き
取り調査と参与観察を行った。それにより、現在、合陽県に行われ、かつ一定的な規模を
持つ廟会を表 5にまとめた。
表 5 現在合陽県に行われる廟会
開催日（農耕暦） 場所/名称
正月 15 日 黒池鎮――三後廟会
正月 28 日 坊鎮福徳村――土地廟会
2 月 5 日 坊鎮坤龍村――華佗廟会
同家庄鎮南長益村――薬王孫思邈廟会
2 月 8 日 坊鎮和陽村廟会
2 月 19 日 新池鎮宋家庄廟会
3 月 3 日 王村鎮南王村――玄武廟会
3 月 18 日 知堡郷臨皋村――後土娘娘廟会
4 月 1 日 海龍鎮――龍王廟会
黒池鎮南社――祖師廟会
6 月 15 日 甘井鎮西牛庄――武帝廟廟会
6 月 19 日 新池鎮新家庄――後土娘娘廟会
7 月 1 日、15 日 王村鎮井溢村――武帝廟会
7 月 11 日 坊鎮霊泉村――福山廟会
7 月 25 日 洽川鎮――天柱山廟会
出所：聞き取りとインタビューした結果により、筆者作成
31 中国最古の詩篇である。儒教の基本経典・ 五経或いは十三経の一。関雎：詩経の国風の周南の最初
の詩，男女の恋を詠った詩である。最も有名な名句は：「関関雎鳩，在河之洲 窈窕淑女，君 子好逑」
（「関関たる雎鳩は 河の洲にあり 窈窕 たる淑女は 君子の好き逑なり」）であり，意味 は仲睦ま
じく鳴きあうミサゴの夫婦が川の中ほど にたわむれている。奥ゆかしく麗しい女性は君子 の妻にふさ
わしい。
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本節はそのうちの 2つの廟会を実例とし、現在、合陽県廟会が行われるプロセス、村民
の信仰との関係という実態を説明したい。とりわけ、陝西省の農村部において、一年の村
の行事、及び村民の通過儀礼と最も関連をしている新粉細工は合陽県の廟会の際にも利用
されている。さらに、新粉細工の応用とは、合陽県の廟会にはなくてはならない物といわ
れている。加えて、本節は合陽県の廟会の際に使用された新粉細工の種類、特徴及び用途
を分析し、廟会の中の新粉細工は廟会に対し、どのような役割をもたらしているのかを検
討していく。
1 坊鎮福徳村――土地廟会
坊鎮福徳村の村人は最も土地神を尊敬している。当地の村人は土地神を「中央主」と言
い、村人の民間信仰にかかわる全ての神の中で、最も重要な神である。毎年、年輩者は自
発的に廟会組合（「廟会組織小組」）を結成し、廟会が開催される際、主催場の規律違反
の検査や司会等の役を務める。一般に、廟会組合の構成員や人数は決まりがないため、毎
年、構成員の人数と役目は違う。ただし、務める人は殆ど年輩者や経験の持ち主である。
福徳村の土地廟会は 2 日間続くのが一般的である。正月 27 日の夕方から、村民は廟会
の準備をし始める。廟会組合の構成員は廟の前に集合し、翌日のために土地神の像、位牌、
及び錦の旗、蝋燭、果物などの供え物をテーブルの上に置く。28 日の零時から、土地神
の像の前に線香を立てること（上香）はできるようになり、廟会が始まる。村民は自発的
に新粉細工を土地神の像の前に置き、廟会組合の構成員からもらった線香を両手で持ち、
心の中に願望を唱えながら、3 回額づく。
朝の 9 時頃から、廟会は正式に開始する。廟の前、村人は買ってきた爆竹に火をつけ、
鳴らし終わってから、廟に入り、線香を立てる。廟会組合の構成員は場麺を賑わすため、
廟の外で舞踊をしたり、太鼓を敲く。地方の特色のある食品を売る人が道の両側に店を並
べ、商売をする。道は臨時的な露天市場になったといえる。同時に、廟の近くにある広場
に、地方劇の劇団は準備を整え、村人は椅子を広場まで持ち込み、地方劇の鑑賞を準備す
る。廟の中、廟会組合の構成員は土地神の像の両側に座り、雑談をしながら線香を立てに
来る人に、願望をかけるために必要な指導をする。願望をかける人の中で、新粉細工を持
ってきた人は先に新粉細工を供え、土地神の像が置かれたテーブルの下にある箱（功徳箱
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32）に、誠意を表すための金（香火銭33）を入れたら、線香をもらい、願望をかけながら、
像に 3 回額づく。新粉細工を持っていない人は直接線香をもらい、願望をかけ、像に 3
回額づく。ただし、金を出すかどうかは決まりがなく、個人の経済能力による。
12 時頃から、地方劇が演じられ始まる。例えば、調査村により、去年の廟会に、D 氏
は息子が子供に恵まれるように、土地神に願望をかけた。翌年の 2 月、D 氏の孫娘が生ま
れたので、お礼参りをするため、個人で金を出して、地方劇を一幕増やしてもらった。
地方劇は 17時頃まで演じられ、その後、廟会組合の構成員及び村人は土地神に供えた
果物や新粉細工の一部を分け合い、残りの物はそのまま供える。
2同家庄鎮南長益村――薬王孫思邈廟会
孫思邈（そんしばく）は唐の時代の医者と道士であり、世界史上有名な医学者、薬物学
者である。中国では、孫思邈は「薬王」とも称され、多くの中国人に「医神」と思われて
いる。歴史では、孫は陝西省耀県の出身であるが、孫を祭る廟（「薬王廟」と呼ばれる）
は耀県にだけではなく、省内に何箇所かがあり、南長益村にもある。その理由は、歴史上
南長益村には広範囲の瘟疫34が起き、村民を救うため、孫氏は薬草を南長益村に持ってき
て、村民は災難から救われたという伝説があると村人が言った。したがって、孫氏は村の
恩人であると南長益村の人にみられ、孫氏に感謝するために薬王廟を建てたのである。
陝西省では、孫思邈を祭るための祭祀活動が多く、殆ど旧暦の 2月 2日に行われるが、
南長益村では、その祭祀が 2月 5日に行われている。村人によると、その原因は「以前、
村の経済状況は非常に悪く、貧困な村と言われていた。他の地方と同じ日に祭祀活動をし
ていた時期、村民としては一年中に最も盛大で、賑やかな活動とされる廟会は誰も見に来
なかった。したがって、自分の村をアピールするチャンスも失っていた。そのため、ある
時期から（詳しくは説明できなかった）薬王廟会は 2月 5日になった」と語った。一方、
南長益村の薬王廟は文化大革命時期に破壊され、2011年に再建された。その状況で、廟
会も行われなくなったが、2014 年にまた復活され始めた。当年、薬王廟会の規模はより
大きく、廟会に参加する人は村人だけではなく、周辺の村人と遠いところから来て商売を
する人も多かった。
廟会の再開を祝うため、村は盛大なる儀式を行った。
32 木材か金属で作られた箱、村人は功徳を積むため、中にお金を入れる。
33 「功徳箱」に入れられた金は「香火銭」と呼ばれ、意味は線香を買う分の金である。
34 急性の伝染性感染症の総称である。
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儀式の前夜、村の広場に映画が上映されていた。2月 5日の朝 9時頃、村民委員会の構
成員は廟の前に集り、儀式が開幕する。特別に、委員会の幹部 X 氏は孫思邈を記念する
ためのスピーチをした。その後、廟の両側に、銅鑼と太鼓が敲かれ、爆竹が鳴らされ始め、
儀式が開始する。先ず、年長者計 6 名は廟の前へ移動し、孫氏の肖像画に向かい、蝋燭を
点し、酒を土に撒いてから、線香に火をつけながら、お辞儀を 3 回した。次は、家族円満
の夫婦計 6 名が代表として、廟の前に三焼35と十碗飯36呼ばれる料理及び新粉細工を献上
した。また、県の幹部の代表 1 名は孫氏の肖像画に向かい、酒を土に撒き、お辞儀を 3
回した。それから、村民委員会の代表計 6 名が造花を孫氏の肖像画の前に献上した。儀式
の最後に、村の元書記官は廟の前で、村民に祭文を捧げた。それは 3つの意味が含まれ、
廟会の復活を公布した上、孫氏を謳歌し、村が発展するために立てられた計画であった。
11 時頃から、村民代表計 4 組は廟の前から広場まで、銅鑼と太鼓を敲きながら、舞踊
をする。この間、村民は自由に廟内に入り、新粉細工、線香等の供え物を献上することが
できる。
13 時頃から 17時頃まで、村の広場に合陽県劇団が地方劇を上演する。
18 時頃から、広場で映画が上映される。
以上の実例及び調査できたほかの廟会の実態により、筆者は合陽県において、廟会と新
粉細工の関連性を以下のようにまとめた。
合陽県において、村ごとの経済状況により、廟会を行う村は多く、村民にとって、廟会
は一年中で最も期待される盛大な行事であると考えられる。一方、村にとって、廟会は村
民の生活内容を豊かにする方式でもあるため、村の行政は廟会の推進を援助する傾向があ
る。
それによって、合陽県の廟会は伝統的な要素といえる臨時的な露天市場、地方劇の上演、
舞踊と太鼓のパフォーマンスの行いに限らず、映画の上映という要素を加えたり、する場
合は多い。
しかし、合陽県において、廟会の際に供物とされる新粉細工は無くてはならないもので
ある。例えば、福徳村の土地廟会に用いられる新粉細工は主に油輪37（YOULUN）と神桃
35 魚、鶏肉、豚肉で作った料理であり、行事の際にしか出せないと言われる。
36 当地において、貴賓を招待する際に出す十種類の料理である。
37 方言の関係で、当地の村人は「油輪」を「ユーリン」と言い、常に「
リンリン
輪輪」と略称する。
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38（SHENTAO）と呼ばれる 2 種類のものがある。油輪の原料は小麦粉と黒砂糖であり、
それを練り粉に作られた後、リングの形にされ、揚げられた甘い新粉細工である。油輪は
揚げられたものなので、より長期間に保存することができるため、暖かいうちに食用する
のと冷たい状態で食用するのと両方が可能である。
関中地方において、油輪は白事39や神を祭祀する際に使用られるのが一般的である。合
陽県において、白事の際に使われる新粉細工は基本的に色を付けず、新粉細工本来の色を
保ものが多い。その中で、蒸されたもののほか、揚げたものが用いられるのが特徴である。
県内の各村のしきたりは多少違うが、主に 2 種類の新粉細工が使用される。1 種類は花献
天饃（HUAXIANTIANMO）であり、もう 1つは油輪である。
花献天饃はまた献貼（XIANTIE）と呼ばれ、方言の原因で当地の人に献碟（XIANDIE）
といわれるのが普遍である。それは死者の一番親しい親戚が贈る新粉細工であり、普通は
2 個が贈られる。花献天饃の台座とみられる部分は直径が 25 センチの大きい白饃40
（BAIMO）となり、その上に、真ん中が鶴の形にしたやや大きな新粉細工で、その周り
はより小さい新粉細工（花、鳥の形にしたものが多い）が木の棒に挿され、天（の神）に
死者の亡霊を受け入れるようという願いが表されるといわれる。白事の際に使用される油
輪は 5 セットであり、1 つのセットでは、9 つのリング状の油輪が重ねられた後になる。
そのうち、下部の 8 個は横になる状態で重ねられ、上には 1 個の油輪が立っている状態に
下の油輪に挿される。油輪がこのような形になる原因は死者の亡霊がよりうまく済度でき
ることにあると村人がいわれる。
廟会の際に、神に祭祀するための油輪は祈願に来る村人が持ってきたものなので、その
セットの数は特定されていない。さらに、１セットの油輪の個数は 9 個と 11 個の 2 種類
があり、個数の多い方を神に差し上げる村人はより誠意を持っていると思われ、掛けた願
いが叶える可能性は大きいといわれる。
神に祭祀するための油輪は神の泥像の前にあるテーブルに置かれるのに対し、神桃は廟
に入る時にドアの一番近い場所の真ん中にあるテーブルに置かれるのが普通である。神桃
も同じく祈願をしに来る村人が神に差し上げる新粉細工であり、1 セットは 5 つのシンプ
38 当地の村人は「神桃」を「桃桃」と略称する場合が多い。
39 中国人は「白事」、即ち葬儀を天寿を全うすることと理解し、「喜喪」とも呼ぶ。当地の村人は「神
桃」
40 色や装飾のない新粉細工である。
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ルの形にした白饃と一番上に飾られる「桃」という漢字の形にしたものが組み合わせられ
る。この場合では、5 つの白饃は必ず下に 3 個と上に 2個の形式になる。
元来、福徳村の土地廟会は土地神を祀るための祭りであったが、現在は子供を授けるた
めに祈願をしに来る人は多いといわれる。
坤龍村の華佗廟会に使用される新粉細工は油輪と寿星餛飩（SHOUXINGHUNTUN）で
あり、福徳村の廟会にあったような神桃のかわりに、赤い点をつけた白饃が献上され、そ
れは当地の村人に神桃とも呼ばれる。
南長益村の薬王廟会に用いられる新粉細工は油輪ではなく、より綺麗な糕（GAO）が
用いられた。制作者は村の委員会に選ばれ、最もよい新粉細工が作れる人といわれる。糕
は合陽県において、新年の際、子供の誕生、年長者の誕生日を祝う場合に用いられるが、
形がより綺麗で縁起のよいものとみられるので、薬王廟会の際に使われた。
薬王孫思邈に供える糕は 4つがあり、本体に付けられた装飾としたものは花と「妙」「術」
「長」「存」の文字であり、意味は孫思邈が村人にもたらした幸福がとこしえに続くこと
である。さらに、祭祀が終わってから、供えられた新粉細工は村の委員会に持ち帰り、村
の活動室に飾られたといわれた。
和陽村廟会の場合に供えられた新粉細工は献神饃（XIANSHENMO）であり、一番下に
3つの白饃と対になる 2 つの白饃が重ねられたものである。和陽村の献神饃は白饃だけで
はなく、その上に派手な装飾も飾られ、子供の形のほか、花、鳥等もあった。献神饃の個
数は定められておらず、村民自ら持ってきたものであり、誠意を十分に持つ人は必ずよく
できているものを持って、供えにくるといわれる。
和陽村は大きな村であり、村の中に小学校があり、村民の経済状況は悪くない。和陽村
での調査により、簡単な新粉細工は見られなかった。その原因は、村民は比較的に文化活
動を重視し、廟会の際に用いられる新粉細工はより綺麗な装飾が飾られるものしか出さな
いことにあると考える。
南王村の場合では、青石殿の中に油輪（7 個の輪状新粉細工からなる）と餛飩が供えら
れた。それに、縁起のよいものとみられる赤い糸及び、人身安全、子供が健康であるよう
という御守りが塑像前の神棚に掛けられ、人は自ら持ち帰ることが可能である。青石殿以
外の、殆どの供物は果物、菓子とシンプルな餛飩であった。さらに、一切の装飾のない白
饃もあり、この現象は他の村に見られることはなかった。
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第 4 節 伝統儀式と新粉細工
陝西省東府の農村部では一家が家屋を建てること、転宅すること及び分家することを非
常に大切に考え、それぞれの場合におけるしきたりも重視されている。その原因は、昔、
村人各戸の経済状況が豊かでなかったので、新居が建てられることはめでたい事であると
華県及び合陽県の村人がいう。
昔、農村部の村人の家屋は主に木造の建物であったが、現在は木造の建物の代わりに、
煉瓦で作ったものが多くなった。しかし、どんな材料で作られる家屋であっても、華県と
合陽県の村人は棟上げをする際のしきたりを厳格に守らなければいけないという。
華県の村人及び、合陽県の村人に聞き取り調査で聞いた話により、棟上げに関わるしき
たりを次のようにまとめた。
棟上げをする前に、周りに壁のない柱に必ず対聯を貼らなければいけない。棟木には縁
起の良い言葉が書いてある書付を貼り、その書付は主に「吉」という文字のものである。
それに、対聯と書付を貼る時、その家の家長は爆竹を鳴らしてから、水或は酒を柱や大梁
に撒きかける。その後、その家の男性と女性の家長二人とも、新粉細工やタバコ、お酒、
お菓子等が置いてある赤色の皿を家屋の前に置き、先祖と神霊に供える。
棟上げを行う日はいつでも良いのではなく、縁起のよい日を慎重に選んでから行う。
村人は、その時日は数字の「3」、「6」、「9」が入っている日に行わないと、縁起が悪
いといわれる。棟上げをする際、男性の家長は新粉細工を持って、屋根の上に登り、上か
ら下の大梁や柱及び村人に撒く。この時に用いられる新粉細工は殆どサイズの小さなもの
である。
そして、棟上げの当日の早朝、その家の親戚と親友達は祝賀をするために、新粉細工や
爆竹、タバコ、酒などを贈ってくる。それらの人たちが贈ってくる新粉細工は「道喜雲雲」
であり、その動物や植物の形も様々になる。親しい親友はさらに、新粉細工・「包子」を
贈ってくる人も少なくない。その家の親戚と親友のほかに、近所の人も 3つの新粉細工を
贈る風習があるが、現在はわざわざそのために新粉細工を作る村人は少なくなり、代わり
に店で買った新粉細工或は「餅41（BING）」等を贈る人が多くなってきた。
しかし、やはり東府全体においては、大体のしきたりに大きな差異がないが、村により、
そのしきたりに異なるところが多い。合陽県文化局の役人の話によると、合陽県県内の村
41 「餅」：小麦粉を捏ねて、平たい円盤状にして、焼くか蒸した食べ物であり、陝西省の人がよく常食
するものである。
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だけで、このような情況になるのではなく、華県の情況も一緒であろうという。
例えば、合陽県のある村では、棟上げの当日に、その家の親戚と親友は魚形の新粉細工
だけを贈る。また、合陽県のある村に、「挿花圓糕」を贈る人もいる。更に、華県のある
村では、女性の家長の実家から「挿花立老虎」を贈ってくる場合もある。華県の瓜坡鎮の
新粉細工の職人は瓜坡鎮のしきたりでは、その家の家長は神霊を供えるため、3 つの新粉
細工「寿桃」を家屋の前に置くという村もある。
分家の場合では、分家をする人が親戚と親友から、日常生活用品などを貰える。その他、
やはり祝賀のための新粉細工も同時に贈られる。
転居の場合では、家長が新居の正門に対聯を貼ったり、爆竹を鳴らしたり、親戚と親友
達をご馳走したりする。ご馳走の際に、親戚と親友は新粉細工を贈り物として、持って行
くといわれる。
それ以外に、井戸を掘る際、陝西省東府の村人は魚形、蛇形の新粉細工を井戸の周りに
置き、水源の神に供える風習もある。水源は生命の元であり、水源への渇望を表すため、
民間ではこのような風習ができてきたといわれる。しかし、現在、村人の生活状況が改善
しつつあり、水道水しか使わない村人も多くなってきた。華県と合陽県の村も例外ではな
く、井戸を持つ家庭がなくなってきた上、新粉細工を井戸の周りに置き、神に供えること
もなくなってきた。
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第 5章 新粉細工の現代的活用
筆者は調査を行っていくうち、新粉細工は単純な伝統的な表現形式で表現されるばかり
ではなく、新しい形式で表現される場合もあることを知った。それぞれの新応用は新粉細
工の役割や使用する箇所が広がり、新粉細工の存続を延ばすことができると考える。一方、
新粉細工は表現形式が変えられる上、新しい問題も生じている。本章では、新粉細工の新
応用、活用される新粉細工について論述をする。
１ 富平陶芸村
（１）陶芸村
富平陶芸村は陝西省・富平県の北側にある。陶芸村は 1999 年に建てられ、現在は陶芸
文化の交流を中心に、レストラン、陶芸体験館等をもち、観光や他の機能も兼ねている総
合的なレクリェーション施設である。陶芸村は「富陶産業会社」に属し、社長は富平県出
身であるが、合陽県の新粉細工を知ることができ、新粉細工の要素と陶芸の要素を融合し、
新粉細工を陶芸の形式で表現しようというアイディアを考え出した。それがきっかけとな
り、社長は何度も合陽県の新粉細工の製作者王碧云（女性）を訪ね、最後は陶芸村で仕事
をさせた。その後、王氏は試行錯誤をしながら、新粉細工の形にした陶芸の作品を創作す
るようになった。
陶芸村において、「国際陶芸中心」が設置してあり、その中に、「国際陶芸創作室」及
び「陶芸体験中心」がある。現在、陶芸創作室に勤めている製作者の中、合陽県出身の新
粉細工の製作者は何名かがいるが、それ以外は殆ど富平陶芸中等学校（専門学校）の卒業
生である。筆者は陶芸村に聞き取りを行った時、製作者王氏は陶芸村の仕事をやめ、合陽
県に戻っていたが、現在王氏の弟子、同じく合陽県出身の新粉細工製作者徐氏が王氏の代
わりに新粉細工を基にした陶芸作品の製作を指導している。しかし、現在陶芸村が製作し
ている新粉細工を基にした陶芸品は全て、鋳型を利用し大量生産している。その鋳型は王
氏が最初に創作したものである。
新粉細工の製作方法と陶芸の製作方法と比べると、以下のことが分かる。
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徐氏によると、まず、練り粉は柔らかいので、人工で新粉細工の細かい部分は製作出き
るが、陶芸はその材料が粘土になり、硬度が高いので、新粉細工元来の細かい部分は製作
出来ない。それに、新粉細工を造型してから完成するまでの過程では、新粉細工の体積は
大きくなるが、陶芸の製作は逆になる。製作者は陶芸の作品をやや大きめに造型し、その
後、焼かれた陶芸の作品の体積は縮んでくる。更に、陶芸の作品は主に粘土元来の色で表
現するので、新粉細工の製作より、着色というステップは省略され、新粉細工の彩りに含
まれている意味と麺白みも失われている。
（２） 陶芸村における元新粉細工の製作者
① 徐ＤＷ（女性・年齢不詳）
徐氏は合陽県出身の新粉細工製作者であり、富陶産業会社が設立されてから 5 年後に入
社した。徐氏は入社してから、王氏の指導で新粉細工の形にした陶芸品の製作方法を習い
ながら、富平陶芸村で働いている。現在、徐氏の仕事の内容は他の製作者の指導をする以
外に、王氏が製作した陶芸品を真似し、新しい鋳型を製作することである。徐氏の陶芸村
での収入は月 3500 元であり、合陽県で新粉細工を製作し得る収入より多くなったという。
② 王ＢＹ（女性・ 1939 年生まれ）
筆者は徐氏及び陶芸村の管理者に王氏の住所を聞き、合陽県・洽川鎮の王氏を訪ねて行
った。王氏は村において、有名な新粉細工の製作者であるが、他の地方ではあまり人に知
られなかった。しかし、1994 年に、西安のある大学から招待を受け、大学が開催する展
示会に新粉細工の作品を展示した後、人に広く知られた。1998 年、王氏は富平陶芸村に
雇われ、1 週間の実験を行い、新粉細工と陶芸の要素を結合した作品は創作された。2009
年まで、王氏は陶芸村で働いていたが、2009 年の年末に、急病にかかり、合陽県に戻っ
た。2010 年から、陶芸村の人は毎年の春節の際、王氏の見舞いに行き、毎回 3000 元を贈
っている。現在、王氏の娘の 1 人が王氏の麺倒をみており、ほかの子供（娘 2 人）は出稼
ぎをしている。
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写真 67 虎の形にした陶芸品を直す 写真 68 陶芸品を製作する作業場
写真 69 虎形の新粉細工のパーツによる鋳型
写真 70 王碧云の名前が陶芸品に彫刻されている
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写真 71 陶芸村で販売する新粉細工の形にした陶芸品
写真 72 ショーウィンドウに展示される龍の新粉細工の形にした陶芸品
出所：富平陶芸村・国際陶芸創作室での撮影（2012 年 筆者撮影）
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２ 民俗文化体験館・「福客福厨」
「福客福厨」は西安市内大雁塔の北広場にある。外側からみると、「福客福厨」は単な
るレストランにしか見えないが、実際、人は「福客福厨」において、食事ができるだけで
はなく、陝西省独特の民俗文化を体験することもできる。
「福客福厨」は 4 階建の建物であり、各階層は異なる機能を有している。1 階の区空間
は 3 つの部分に分けられている。一部分はレストランの機能を果し、一部分はパフォーマ
ンスの形式で陝西省の民俗文化を展示する空間であり、陝西省の伝統的な民間芸術品も展
示されている。残りの一画は、陝西省の特色のある食品や民間芸術品を販売する空間であ
る。2 階は舞台が設置され、人は食事をすると同時に、陝西省の地方劇も鑑賞できる。3
階には舞台のほか、民間芸術品の製作を体験できる参与区が設置してある。4階は事務室
の区間である。特に、新粉細工を活かし、新方法で新粉細工を表現する作品も展示してあ
る。例えば、新粉細工の材料を改良し、保存しやすい掛け飾り、ストラップ等が館内に展
示してあり、販売品もある。それに、新粉細工の製作者は製作方法を改善し、新粉細工と
現代飲食の融合を求め、新粉細工の形にするパンやピザ等の食品の製作にもチャレンジし
ている。
「福客福厨」の創始者である張朝敏は合陽県出身の人であり、祖父と父親の影響を受け、
子供の頃から、陝西省の民俗文化と伝統的な民間芸術に深い情熱を持っている。西安の大
学を卒業してから、張氏は西安で仕事をしている。そのうち、張氏は更に伝統的な民俗文
化及び民間芸術の現状に危機感を感じ、2006 年に、個人的に資金を出して、「福客福厨
民俗网」という公益性質のウェブサイトを創設した。その後、張氏は資金を集めるため、
2009 年 4 月に「福客福厨」という実体的な民俗体験館を開いた。
「福客福厨」が開業してから、張氏は合陽県の新粉細工の製作者及び他の地方の地方劇
の演出者など数名を雇った。目的は伝統的な民俗文化及び民間芸術を宣伝することだけで
はなく、製作者に生業を提供することにあるという。現在に至るまで、「福客福厨」は何
度も大きなイベントに参与し、若しくは開催した。例えば、毎年の夏場に、学生の夏休み
の時間を利用し、学生向けの新粉細工や陶芸の製作体験のような民俗文化体験活動を開い
たり、毎年の春節の間、製作者を台湾や他の地方に連れて行き、その地で行う民俗文化交
流大会に参加したりする。張氏はこれからも力を尽くし、新粉細工の製作者に限らず、伝
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統的な技術の持主である製作者に仕事を与え、伝統的な民俗文化と民間芸術を保存・発展
させるために努力するという。
写真 73 「福客福厨」の外観 写真 74 王俊兰は新粉細工の用途等を
説明
写真 75 館内で展示される「寿桃」と置物とする新粉細工
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写真 76 掛け飾りにした新粉細工の作品
写真 77「福客福厨」の 2階の情況、正麺に舞台が設置
出所：民俗文化体験館レストラン・「福客福厨」での撮影（2013～2014 年 筆者撮影）
３ 西安市群衆芸術館・「西安市非物質文化遺産保護中心」
西安市非物質文化遺産保護中心は西安市内に西安市群衆芸術館を設立している。西安市
群衆芸術館は国家が創設した 3 級レベルの一般市民向けの文化館である。群衆芸術館は西
安市に属す 8 区、5 県の民衆の演芸コンクール等のイベントや活動を主催する。また、民
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俗文化、伝統的な民間芸術や非物質文化遺産の発掘及び、社会団体、民俗文化に興味のあ
る人々に理論指導を行うという役割を果している。その他、群衆芸術館は西安市民俗文化、
民間芸術における対外文化交流の活動も担当し、開催している。
現在、群衆芸術館は文学、演劇、舞踊、音楽、撮影、美術等の専門家及び活動の監督者
が合計 40 人いる。館内では、伝統的な民間芸術品を展示するホールが 2 つあり、中には
陝西省各地域から収集した民間芸術の作品が展示されている。
「非物質文化遺産保護中心」の主任である王智によると、群衆芸術館は活動を主催する
と同時に、陝西省各地域の民間芸術製作者と交流ができ、一般民衆向けのボランティアも
募集している。
筆者が調査を行う間、陝西省の他の地方の武術伝承人及び、伝統的な竿秤を製作する伝
承人が群衆芸術館で開催する研究会の専門的な知識に関する指導をしていた。筆者は群衆
芸術館のボランティアとして、華県及び合陽県の新粉細工の製作者と群衆芸術館の間の連
絡をとり、製作者が非物質文化遺産の伝承人に関する申請の指導を受けている。
写真 78 西安市群衆芸術館の事務室 写真 79 館内の展示ホールに展示される新粉
細工
写真 80 中心の主任が新粉細工を説明 写真 81 西安市非物質文化遺産の分布図
出所：筆者が西安市群衆芸術館での撮影（2013 年 筆者撮影）
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第 6 章 考察
中国の伝統的文化資源は農村の地で生み出されることが多い。しかし現在、伝統的な
文化資源は、村で生活をしたことのない一部の都市部の人々に は知られることもなく、
関心を持とうとしない人 が増えてきたことも事実である。更に、伝統的な文化資源は農
村部の若者達には軽視される傾向にある。
一方、新粉細工が観賞用か食用の機能を持ち、実用性も高いことにより、現在、農村部
の人々の生活の中だけではなく、どんどん都市部の人々に も受け入れられてきている。
さらに、新粉細工人形、新粉細工は「伝統的な美術」という項目で、2008 年に「第⼆批
国家级⾮物质⽂化遗产名录」 56） （王 2008：359）に掲載されてきたため、伝統的文
化資源として重要視し始めた中国人も増えている。
本論文で紹介したように、伝統的な文化といえる 新粉細工は陝西省において、現在に
至るまで農民の日常生活と緊密に関連している。それぞれの関連を機能、役割（用途）、
形状及び名称から分析すると、以下の結論が導かれる。
1新粉細工の有する価値
伝統的な民間芸術は一般民衆が創造し、当地の民俗風習や生活習慣により形成された貴
い成果といえる。概括すれば、現代において、新粉細工には 4 つの価値があると考える。
まずは、民俗的価値である。新粉細工は単一な民間芸術の表現の 1つだけではなく、中
国の長期的な農耕文化の影響を受けた上、地域の方言、民間伝説や、他の伝統的な民間芸
術の総合的な表現形式である。更に、新粉細工は人間と人間、人間と天の神、天の神々を
繋ぐ掛け橋のような存在であり、豊富多彩な民俗事項を構成し、民俗生活の担い手のよう
な存在であると考える。
第二は、美的価値である。新粉細工の作品は豊かな曲線を描き、作品自体が生きている
ように見える。更に、新粉細工の作品は、植物や動物の形による変化は多い、製作者は人
物を模した新粉細工には、表情に念をいれ、鮮やかに着色し、鑑賞する者に違和感のない
作品を供給する。そして、新粉細工の作品は使用される原料が天然である上、製作者の渾
然一体となる技術及び素朴な生活態度が反映される。
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第三は、教育的価値である。新粉細工は単に観賞する物ではなく、社会的教育機能も持
っている。新粉細工を通し、地域的な歴史や民俗風習を人々に伝えることができるほか、
子供や若者に芸術や美に関する知恵のような見えない感化作用を果すこともできる。
第四は、経済的価値である。新粉細工を製作することは以前から、製作者が生計を立て
る手段であったが、現在、新粉細工の製作は貴重な伝統的な技術であり、地域的特色や文
化から生まれた民間芸術であると考えられる。その他、観光事業の発展と共に、新粉細工
は地域的且つ魅力的な特産物にもなり、地方の経済に貢献をしている。
2新粉細工の分類
筆者は新粉細工に以上の 4つの価値があると考える。しかし、農村部と都市部で現地調
査を行っていくうちに、村人と都市部の人の新粉細工に対する理解が不十分であることを
明確に感じた。まず、農村部において、新粉細工の製作者たちは新粉細工の役割と用途を
知っているが、系統的な説明ではなく、依頼者に実物を示しながら、冠婚葬祭における新
粉細工の役割に関する説明しかできない人が多かった。説明が上手な製作者（例えば合陽
県・和家庄鎮と甘井鎮でインタビューした 6人の製作者、及び華県でインタビューした製
作者鄭氏）は年中行事と通過儀礼の際に使われる新粉細工を、月別にどんな新粉細工を使
うか、それらがどんな役割を果たしているのか等の質問に明確に答えられた。それに対し
て、合陽県福徳村、坤龍村の廟会の際にインタビューした村人は、殆ど当時に使用された
新粉細工の名称しか説明できなかった。その中に、一部の村人は新粉細工の名称でもはっ
きり言えなかったが、廟会の際に使われるものだという認識は身につけていた。このよう
な状況に対して、農村部の若者たちは新粉細工の名称をはっきり知らず、結婚式、子供の
誕生及び「満一か月」のお祝いに用いられる新粉細工の役割と用途のほか、どんな新粉細
工がどんな場合に使用されるかのような認識はあまりなかった。さらに、都市部の人は世
代にかかわらず、農村に生活する経験が少なく、新粉細工の名称及びそれぞれの役割と用
途を知っている人は少ない。近年、都市部では「非物質文化遺産法」の影響で、新粉細工
の民芸品はブームになり、新年祝いのための新粉細工や誕生日を祝うために使うものを農
村部に注文しに行く人は多くなってきた。例えば、2016 年 3 月に、知り合いのⅬは父親
の誕生日を祝うために華県の新粉細工の製作者鄭氏の家を訪ねた。Ⅼは鄭氏の家で壁に飾
っている筆者と鄭氏の写真を見たら、筆者に伝えたというようなことも何件かがあった。
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都市部の人にとって、祝うためのプレゼントとしての新粉細工の需要は高まってきてい
る。それに応じて、新粉細工の種類、役割及び用途に対する興味も強まってきた。農村部
では、村人の交際は礼儀を最も重要視している。新粉細工は単なる村人の生活の必需品だ
けではなく、親疎関係、親族関係、社会関係にも影響をしている。新粉細工の用途と役割
を深く理解しないといけない。その前提としては、新粉細工の名称と種類のような基本的
な知識を理解する必要がある。
そのため、筆者は新粉細工を機能により、「①玩具兼観賞用型」、「②観賞のみ」、「③
食用のみ」 、「④食用との混合型」に分けることができると考える。その中、①、②は
食用にされない。①は 新粉細工人形のことを指し、主に子供に販売している小さめの玩
具である。レジャーが少なかった時代、新粉細工人形は路上で販売されることが一般的で
あったが、1990 年代初頭からこのような売買は極めて減少傾向となり、現在は有名な観
光地でしか見られなくなってきた。②は主に現在都市部でよく見られる塑像、掛け飾り等
のような装飾品、美術品であり、サイズは特定されていない。③、④は食用にされ、③は
全く色の付いていないもの、④は部分的に色が付いているが、色の付いてる部分を取って
から食用にし、取った部分は廃棄する。この 2種類は贈答用、お供える、祭祀用に用いら
れる場合がある。
新粉細工が果す役割（用途）により、それを A 贈答用、B 供物用、C祭祀用に分けるこ
とができる。その中、A は「礼品麺花/礼饃」であり、 B と C は「祭品麺花/花饃」に分類
することができる。Aのうち、全く色の付いていないもの、部分的に色が付いているもの
は食用になり、年中行事、通過儀礼が行われる際、常に用いられる（③、④）。それ以外
にも、子供を喜ばせるため（A）、新粉細工全体を色が付くように製作されるものもある
（①）。B のうち、墓参りの際に使用されるのは色の付いていないものが多いが、地域の
しきたりに従い、食用にする場合と食用にしない場合がある（④）。そして、先祖の祭壇
に安置する新粉細工は色が付いてるかどうかとは関係なく、食用にしないのが一般的であ
り（食べると先祖に不敬になるといわれる）、最後は廃棄する（③、④）。C は地方の人々
の民間信仰と大いに関係があり、一年の中で決まった時期に行われる盛大な祭り及び神を
祀るイベントの際に使用される。
新粉細工の形状は様々であるが、大体３種類に分けることができる。輪や丸くした簡単
な形状ア、動物や植物の形にした形状イ、及び人間や人 間と動物の要素を結合した形状
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ウである。形状アは③と④の場合が多く、通過儀礼の中に贈り物として使用されることが
多い（A）。形状イとウは④の場合が多く、年中行事及び通過儀礼の中で贈り合う（A、B）。
新粉細工の名称は地域性があり、地域の方言、しきたり、歴史等の要素に影響を受けた
結果であり、製作者の新粉細工への認識にも関係があると考えられる。しかしそのため、
分類することは困難である。同じ地域において、形状や用途の同じもしくは似ている新粉
細工は異なる幾つかの言い方で呼ばれることは少なくない。その理由は村人の日常会話の
中、名称ではなく、常に形状や特徴を表現するための言葉で新粉細工を指すことにあると
考えられる。その結果、当地でない人は新粉細工への認識が混乱しやすい。概括すれば、
新粉細工の名称は大体４タイプあると考える。 それぞれは新粉細工の形状の特徴を表現
する名称 Ⅰ、方言や近い発音を利用し新粉細工の特徴を表現する名称Ⅱ、新粉細工の役
割（用途）を表現する名称Ⅲ、及び混合型の名称Ⅳである。
3 新粉細工の現状及び問題
（１）成長環境による変化
近年、都市部及び農村部の人々の生活状況が良くなり、民間に広がっている伝統的な民
間芸術は人々の生活から離れつつある。人が郷土芸術に対する熱情も冷めてきているとい
える。
農村部では、「礼品」や「祭品」の役割を果す新粉細工の代わりに、プラスチック製の
花束や玩具、ケーキなどが頻繁に用いられる。例えば、調査の間、筆者は、「母親は新粉
細工を一日中製作し、疲れるほかには何もない」、「新粉細工を沢山贈られたら、置く場
所はないし、結局食べられるので、現金や実用的な物のほうがよいかもしれない」という
ような話を聞くことがよくあった。特に、若者は都市部に憧れ、都市文化を受けると共に
郷土文化を軽視する感情が強くなってきた。一方、年長者に対し、若者は都市で買った新
奇なプレゼントを贈ること自体は喜ばせることであると誤解している。
102
（２）飲食習慣による変化
東府の人々は「麺」を主食とし、様々な形式の食品を作り出した。以前、東府の人は一
日三食「麺」を食べても飽きないが、現在、米も村人の食卓に現れ、更に、若者達の中に、
出稼ぎ労働者も多いため、都市部の米を主食とした飲食習慣に慣れてきた。普段「麺」を
あまり食べない人も増えている。したがって、自然に、人と麦の接触は減少しつつあり、
麦に対する愛着も薄くなりつつある。
（３）創造主体による変化
以前、女性にとって、新粉細工を製作することは生活の中に一生を伴う技術であった。
生活状況の良い家庭しか、女性を学校で勉学させることはできなかった。新粉細工を製作
するというような技術を身につけることは当然な事であった。しかし現在、親は子供が大
学教育を受けられることを誇りであると思われるようになり、子供が新粉細工を作るよう
なことに時間をかけず、勉学か出稼ぎをすることに期待をしている。したがって、農村部
の若者の中で、新粉細工を製作できる人は日を追うごとに少なくなっている。
4 新粉細工の発展
現在、農村部の人々は新粉細工に対する熱情が冷めてくる情況は事実であるが、逆に、
都市部の人々は国家の「非物質文化遺産を保護する」という提唱に応じ、郷土文化に対す
る興味が深くなり、伝統的な民間芸術や民俗文化を重要視している。
農村部では、新粉細工を製作することは減少してくるが、畢竟村人の生活と緊密に関わ
ってくるため、新粉細工の製作者は経済的効果も考え、新粉細工の販売店を経営する人が
多くいる。例えば、調査地の華県・瓜坡鎮において、新粉細工を商品とし、販売店を経営
している製作者は 5人いる。新粉細工の販売店では、2 種類の新粉細工を販売するのが一
般的であるといわれる。1 種類は特別な造型をされない簡単な新粉細工である。もう 1 種
類は特別な機能を持ち、造型される新粉細工である。客側の人は現金で買うという方式の
ほか、麦を新粉細工に交換する方式や自らの麦を製作者に渡し、新粉細工に加工と製作す
る費用を払うだけという方式もある。
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そして、新粉細工の原料は小麦粉等の糧食であるため、腐敗しやすく、保存しにくい特
徴がある。一般的に、小型の新粉細工は比較的乾燥しやすく、保存の期限は長くなるが、
大型の新粉細工は表麺が乾燥し、内部が腐敗することが多い。したがって、農村部の人々
は新粉細工を早めに食べることが一般的である。しかし、都市部の人々は新粉細工を食品
とする機能より、民間芸術品という機能を重視しているため、富平陶芸村の例のように、
製作者は新粉細工の原料や製作方法等の改良策を求めている。例えば、「福客福厨」民俗
文化体験館の新粉細工製作者（王氏）は新粉細工を蒸してから、冷却し、その後、もう一
度蒸すという方法を使用し、新粉細工の保存期限を延ばすことができた。そのほか、新粉
細工のストラップ等は製作する際、原料に液体の糊をいれ、製作後に、新粉細工の作品に
透明のラッカーを吹き付けることで、新粉細工の使用期限を延ばした。
その他、新粉細工の要素と現代観光事業及び、現代飲食との融合も重視されている。「福
客福厨」や富平陶芸村のような体験館を兼ねた観光地は多くなる傾向がある。一方、新粉
細工は一部の人だけに向けた民間芸術ではなく、更に子供向けの民俗文化の担い手ではな
いかと考える。したがって、群衆芸術館のような機構の存在する価値も重要視しなければ
ならない。
21 世紀に入ってから、中国はグローバル化の中でユネスコの理念を吸収し、文化政策
に大きな変化があった。かつて迷信と認識された民間信仰や伝統民俗文化は中国の伝統的
文化に変化し、伝統的文化に対する愛情を維持し、非物質文化遺産42を保護し、伝承する
ことは中国の文化政策の重要な課題の一つとなった。
非物質文化遺産（Intangible Cultural Heritage「無形文化遺産」）43とは、「慣習、
描写、表現、知識及び技術並びにそれらに関連する器具、物品、加工品及び文化的空間で
あって、社会、集団及び場合によっては個人が自己の文化遺産の一部として認めるものを
いう」と定義している。
中国の『国家級非物質文化遺産代表作申報評定暫行办法』44では、非物質文化遺産を各
民族の人民が代々に伝承し、民衆の生活と緊密な関係を持っている各種類の伝統文化の表
現形式（民俗活動、表演芸術、伝統知識と技能及びそれらと関係する器具、実物、手工製
42 非物質文化遺産は無形文化財と訳される。日本の法規定（1950 年に公布した「文化財保護法」）によ
る無形文化財の概念は中国語の「非物質文化遺産」が指す内容は基本的に一致する。（王文章『非物質
遺産概論』 教育科学出版社 2008 ｐｐ．3―9 参照）
43 2003 年の第 32回ユネスコ総会で採択された「無形文化遺産の保護に関する条約」第 2条（一）によ
る。
44 2005 年 3 月 26 日国務院办公庁国办発（2005）18 号参照
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品等）及び文化空間であると定めた。さらに、非物質文化遺産の範囲は 6 方麺の内容が含
まれていると定めた。それぞれは、「①口頭伝統（承）、文化を伝達する手段である言語
を含む。②伝統的表演芸術、③民俗活動、儀礼、祭り、④自然と宇宙に関する民間伝統知
識と実践、⑤伝統的手工芸技能、⑥前述した物事と関連する文化空間である。」
さらに、2008 年に『非物質文化遺産概論』45（王 2008：43－44）では、非物質文化遺
産の範囲を以下のように解釈した。非物質文化遺産の範囲は、「①各種類の口頭表述であ
る。民衆にとって、意義のある詩歌、叙事詩、神話、民間伝説及び他の形の口頭表述及び、
それらの伝播手段と言語である。②伝統表演芸術、伝統戯劇、音楽、舞踊、曲芸、操り人
形、影絵芝居及び宗教と民間信仰儀式等を含む。③社会習俗、儀礼、祭り、重要（特別）
な祭り、遊戯、運動及び重要な集会活動等、漁をすること、収穫等の習俗、日常生活の中
に、意義のある居住、飲食、習俗、人生儀礼の儀式、親族関係及び季節と関係する儀式、
宗教と民間信仰の儀式を含む。④自然界と宇宙に関する知識と実践とは、時間と空間の観
念、宇宙と宗教に対する信仰、巫術、トーテム崇拝、計算の方法、暦法と紀年に関する知
識、天文と気象に関する知識、海洋、火山、気候に関する知識と対策、農耕活動、植物と
それに関する知識等。⑤伝統的手工芸技能と文化の創造には、伝統的工芸技術の知識と実
践、医薬知識と治療方法、書道と伝統絵画、健康・衛生及び、体育の知識、伝統工芸美術
生産、彫刻の技術等が含まれる。⑥前述した物事と関連する文化空間である。」
以上の解釈はユネスコの「無形文化遺産の保護に関する条約」に基づき、中国の非物質
文化遺産の実態及び保護活動の実践を通して、国家事情に応じる理論である。
一方、中国は経済の発展と開発と共に文化に対する開発も進行している。陝西省を含む
西部地区にとって、2000 年 3 月に国務院西部開発事務室の成立及び、2012 年 2 月国家発
展改革委員会の戦略思想の明確等という動きは西部大開発46政策を幕開けした。それに、
西部地区の経済発展は文化が提供する基盤と分離できず、文化が経済開発の有効な手段に
もなると考える。その影響で、西部大開発政策は西部文化の発展に広い舞台を提供したと
いえる。新粉細工（非物質文化遺産の範囲内⑤）はこの背景から、良い影響を受けている。
45 王文章 2008 『非物質文化遺産概論』 教育科学出版社 参照
46 「西部大開発」とは、広義の意味で経済の全麺的発展を促進するという概念である。「大開発」は経
済指標の大幅な向上を意味するだけでなく、そこには生態環境の改善や人々の精神文化や生活レベルの
向上なども含まれており、それこそが「大開発」に含まれる「大きな」意味である。（人民中国ホーム
ページ http://www.peoplechina.com.cn/zhuanti/2010-02/01/content_244053 2010 年 1 月）
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例えば、西安市内にある民俗体験館レストランはその実例の一つである。観光開発と伝
統的文化を活用する開発の影響により、2006 年に「国家歴史文化名城」である西安市に
民俗文化の新体験をテーマとしたレストランとして出現した館内の従業員は合陽県出身
の人が多数である。農村部で生活していた新粉細工の製作者王氏は 2008 年から都市部に
移住した。それに伴い、王氏の生活状況はある程度改善できたと言った（王氏談 2013
年 3 月）。一方、民俗体験館レストランは新粉細工のような伝統民芸、伝統食品、及び操
り人形、影絵芝居のような伝統曲芸、伝統表演の魅力を多くの人に展示できたため、観光
客と西安市地元の人の注目を集め、レストランのセールスポイントともなったと張氏は
2013 年 3 月に語った。さらに、夏休みの間に一般市民と小学生、中学生を対象に展開し
た民俗文化体験・見学レッスンは教育的意義があり、現在の都市部の人にとっては、伝統
文化を理解する良いチャンスになると考える。一方、民俗体験館レストランにおける新粉
細工の活用の実例からみると、持続可能な観光開発や文化開発、及び「非物質文化遺産法」
の保護と支持により、新粉細工のような伝統的文化は都市部で再び活発化する可能性と機
会を与えられた。それに伴い、伝統的な新粉細工の「形」が変化させられたり、流行のデ
ザインと実用性と両方が与えられたり、斬新な新粉細工が創造された。さらに、近年では
非物質文化遺産と関わる文化政策（「八大工程」47、「三下郷」48等）の実施を通して、
観光開発、文化産業化などが進行すると伝統的文化は破壊されるというような否定的な考
えは積極的な方面に転換する傾向がみられる。
中国は現在、経済発展が進んでいる段階であった。経済の成長に伴い、国民の生活状況、
教育状況、教養の状況は文化に影響を受けたり、与えたりしていく。近年では、「国学」
を復興しようとする活動や、漢の時代の民俗衣装を着ようという活動や、民俗衣装を着て、
「成人式」に参加するというような活動など、陝西省だけではなく、全国において、伝統
的な文化を復活しようとする活動が行われている。
国民にとっては、伝統的な文化は単なる経済政策等の宣伝手段の一つではなく、そのも
のの価値を理解してきている。したがって、農村部と都市部の間に、文化の交流を促進す
47 2012 年に十七届六中全会に公布した「实施核心价值引领、宣传舆论导向、文化精品繁荣、文化遗产传
承、公共文化服务、文化产业发展、文化改革创新、文化人才建设」という８つの政策に基づき、陝西省
は文化を陝西省の強みにする提唱をした。
（中国西部開発ホームページ http://www.chinawest.gov.cn/web/NewsInfo.asp?NewsId=62450 2012 年
1 月 18 日 を参考）
48 陝西省委宣伝部、文化庁などが展開した「文化、科学、衛生」を農村部に浸透するという活動である。
（中国西部開発ホームページ http://www.chinawest.gov.cn/web/NewsInfo.asp?NewsId=43403 2008 年
3 月 4日 を参考）
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る必要があり、新粉細工のような農村部に生まれた伝統的な文化に関する知識も日本のよ
うに社会の常識になる必要があると筆者は考える。そのため、非物質文化遺産の保護・伝
承、及び存続は非常に重要な方法の一つになり、文化政策の実施はその動きを支えていく
力になると考える。例えば、伝統的な文化を含む非物質文化遺産に関する基本的な知識を
一科目として、義務教育の項目に入るというような方法もあるではないかと考える。
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